


， 心 の 糧
十二使徒評議員会補助

ア ル ビ ン ・Ｒ ・ダ イヤー

は謙遜と柔和の間には違いがあると信じている。柔和 とは進んでへ りくだる私

状態 と言 うことがで きよう。予言者 アル マはその違 いを知 って いたようで あ

る。 アル マの言葉に注 目してみよ う。

「私 はあなたた ちが境遇 か らやむを得 ずへ りくだ
ったか らさいわいで あると言 っ

たが，神の道を聞いたか ら進 んで真心 か らへ りくだ る者 はなおさいわ いで あるとは

思 わな いか。 まことに，真心か らへ りくだって 自分の罪を悔 い改め，終 りまで忍ぶ者

は祝福 を受 ける。本 当に このよ うな者 は， きわめて貧 しいた めにやむを得ずへ りく

だ る者 よ りも， ひときわ多 く祝福 を受 ける。 それで あるか ら，へ りくだ ることを強

制 され ずに進 んでへ りくだる者 はさいわいで ある。言葉をかえて言えば，心 をかた

くなにす る こと もな く，強 いて神 の道を説 きすすめ られなければ これを信 じない と

言 うこと もな く，進んで神 の道を信 じバ プテスマを受け る者 は さいわいである。」

（アル マ３２：１４－１６）

宣教師 の携 える回復 のメ ッセージにす ぐさま応 じる人 はほ とんどが善良で正 直な

心 の持 ち主 で ある。 そ して霊 的に本当の改 宗を した入 は さらに忠 実な末 日聖徒 とな

るので ある。
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１１月 の こ よ み

１ 日 １８０８年 第 ３代 目大 管 長 ジ ョン ・

テ イ ラー 生 ま る。

１３日 １８３８年 ジ ョセ ブ ・Ｆ ・ス ミス大

管 長 生 ま る。

ユ７日 １９６４年 デ ビ ド ・０ ・マ ッケ イ大

管 長 に よ りオ ー ク ラ ン ド神 殿献 堂

さ る。

　
２２日 コ８５６年 ヒー バ ー ・Ｊ ・グ ラ ン ト

大 管 長 生 ま る。

２３日 １９１８年 ヒー バ ー ・Ｊ ・グ ラ ン ト

教 会 の第 ７代 目大 管長 と して 支 持

さ る。

２３日 １８６９年 ソル トレー ク市 で ＹＷ Ｍ ’

ＩＡ組 織 さ る。
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今月の表紙は，エル ドン・リンシュテ

ンによる写真で， レーマン人の若人が教

会のプログラムに参加している様子を表

わ している。教会と世界の レーマン人に

関 して， ３つの特別な記事がＰ．３／１以降

に載せられている。
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ジョセブ ・フィールデ ィング ・スミス大管長による今月のメッセージは教会

の若人に向けられているが，あらゆる年代の教会員にとっても有意義なもので

ある。

共 に業 を成す

若者 よ

ジ ョセ ブ ・フ ィー ル デ ィ ン グ ・

ス ミス 大 管 長

はあなたがたに この大切なメ ッ

私
セージで何を語 るべ きか深 く考

えた。 そ こで私の個人的な体験 をい く

つか述べ ようと思 う。 その ほとん どは

何年 も前 に起 こった ことであ る。その

時期 や時代 は もう遠い過去 のものであ

って も， それ らは あなたがたが現在直

面 して いる経験や誘惑 と共通す るもの

が ある。私 はあなたがたに これ らの真

理が人生 において いか に大切 かを知 っ

て いただ きたい と希望 してい る。

少年時代 に，私は ジュニ ーとい う馬

を持 って いた。 ジ ュニーは，かつて私

が出合 ったうちで最 も賢い動物であ っ

た。 まるで人間 のような能力を備えて

いた。 ジュニーは うまやの扉 にかけた

ひ もをいつ もはず して しま うため，私

はジ ュニーを うまやにつないでお くこ

とがで きなか った。私 は うまやの扉 を

半分開いて柱 にたずなを結んでおいた

ものだ ったが， ジュニーはい とも簡単

に鼻 と歯 を使 ってたづ なを持 ち上 げて

はず し，牧場へ行 くのであ る。

牧場 には家畜用 のお けに水 を入れ る

水道 の蛇 口が あったが， ジュニーは歯

で蛇 口をひね り，永を出 し放 しに した

ものだ った。私 の父は私 が ジュニーを

うまや につないでお くことがで きない

ため閉 口 して いた。 ジュニ ーは逃 げて

行 って しま うことはなかった。 ただ蛇

口をひね って，牧場や芝生 の上，庭 の

中を歩 き回 るだけであ った。私 は真夜

中 に水道 め水 がほ とば しる音 を聞き，

やむをえず起 きて，蛇 口を しめ， ジ ュ

ニーを うまやに入れ ることがたびたび

あつた。

私 の父は馬の方が私 よりも賢 いよ う

だ と言 った。 ある日父は ジュニ ーが外

へ出 られない ように閉 じ込 めて しま う

ことに した。父は柱 の上 か らかけてい

たたづなを とって，横 にわた してあ る

棒の下の方にたづなを締 め金 で とめ，

こう言 った。 「お嬢 さん，今度 は出 ら

れな いで しょう。」父 と私 は家 の 方 に

向か って歩 き始 めた。 ところが家 に着

かな いうちに， ジュニーは外 に出てい

た。 そして， 歩いて行 くと， また して

も水 道の蛇 口をひねったのであ る。

そこで私は ジュニーがおそ ら く私 た

ちの どち らよ りも頭 が良 いのであろ う

と言 った。私 た ちは どうして もジュニ

ーを うまやにつないでお くことができ

なか った。けれ ども， それは ジュニー

が悪 い とい うことではなか った。 ジ 講

ニ ーは何 も悪 い ことを していなか った

か らであ る。 父は ジュニーを売 った り

交換 した りしようとは しなかった。 ジ

ュニ ーは多 くの良い性質 を持 っていた

ため， この小 さな欠点 を生 み出 したか

らで ある。

ジュニーは うまやを抜 け出す技術 に

たけていたよ うに，馬車 をひ く時 も頼

りがいの ある馬であ った。母 は免許 を

持 った助産婦 であ ったため， これ は大

切な ことであ った。母 が盆地 の どこか、

でお産 のために呼 ばれ るのは真夜中 の

時が多か ったので私 は起 きて うまや に

ランタ ンを持 って行 き， ジ ュニーに馬

具 をつけなければな らなか った。

当時私 はわずか １１， ２歳で あった。，、

そのため，馬 はお とな しくて どんな天

候で も私 と母 を連 れて盆地 を行 くこと

がで きるよ うな強 い馬 でなけれ ばな ら

なか った。 しか し，私 は理解で きなか

った ことが一 つあった。 それ は赤ん坊

がなぜ夜 中に生 まれ， それ も多 くが冬

生 まれ るのか とい うことで あった。

私 は馬車 の中で母 を待 つ ことが しば

しばあった。 そ して年老 いたや さ しい

ジュニ ーと一緒 にい ることので きる間

は私 に とってすば らしい時で あった。

３０９



この馬 との経験 は私 にとって非常 にた

めになった。 なぜ な らば少年時代 に ジ

ュニーを愛す ることと感謝 す ることを

学 んだか らで ある。 ジュニーはわずか

な悪 い習慣 こそあれ，すば らしい馬で

あった。人 間 もこれ と同 じで ある。完

全 な人 はいない。だが私 たちは天父 の

よ うに完全 になろ うと努 めて いるので

あ る。私 たちは人 々のために人々 を愛

し，感謝 す る必要 があ る。

あなたがたが両親，教 師， ワー ド部

やス テーキ部の指導 者，友人 ，兄 弟，

姉妹を評 価す る時， このことを頭 に入

れて お く必要が あると思われ る。私 は

いつ もこの教訓 を心 に留 めて きた。す

なわちい くつか の悪 い習慣 を改 めさせ

よ うと努 める傍，人々 の良 い点 を見 る

ように してきたのであ る。

の ちに，私 はあ る人 々に とって本 当

に愛 し，喜 び としてい るものを捨 て去

ることがいか にむずか しい か を 知 っ

た。私 はス ポーツが好 きで特 に兄弟 の

デ ビ ドとハン ドボールをす るのが好 き

だ った。 ある日，私 は大汗をか き，顔

を真つ赤 にさせてハ ン ドボール のコー

トか ら帰 ってきた。す ると，私 のロ ッ

カーの近 くに，私 の友人で非教会員で

あ るプ ラマー博士 が立 って お り，私 を

見 るとこう言 っ、た。 「ジョセフ兄弟，

ハ ン ドボ ールをやめない と，何 々氏 の

ようにいつか床 に倒れて死 んで しまい

ます よ。」

私 にとってやめ るということは大変

なことで あった。む しろ毎 日の ように

ハン ドボール を したか った ので ある。

私 は事務所 の窓か ら外 を見 る時，決 ま

って隣のデゼ レ ト体育館 をなが め，行

ってゲ ームを したい とい う気持 ちに駆

られたので ある。 しか し，私 は決心 を

変えなか った。それか ら間 もな くプ ラ

マー博 士を訪れ ると，博士 は こう言 っ

た。‘「ジ ョセフ兄弟，まだハ ン ドボー
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ルを してい るのですか。」

「博 士
，あなたがやめ るよ うにおっ

しゃった時か ら私 はやめま した。 コー

トに行 った ことは一度 もあ りません。」

と答 えた。 これ は博 士を非常に喜 ばせ

たよ うで あったが，私 のチ ームメイ ト

は大 そ う憤慨 して いた。 そ して， 「あ

なたにきて もらわな くては困 ります。

フォーメーシ ョンが組 めないで はない

ですか。」

「申 しわけない
。 しか し， もうやめ

たよ。」 私 は口で言 う以上 に ゲームに

出る ことが好 きだ った。私 はプ レーに

飢 えて いたが，私 の年令か ら考 えて良

くないことを知 った の で あ る。 同 時

に，私 はバ プテスマを受 ける以前に長

年 の間何 かの活動 や習慣を喜び と して

いた改宗者 に とってそれ をやめること

が， どれほ どむず か しい もので あるか

について， い ささか理解 できるように

なった。

私 は自分の経験 か ら， あなたがたが

何か を変 えることを望 む時，心 か ら望

む時， それ はで きるということを知 っ

た。私 たちは自 らの良心 と聖典 か ら何

によって生 きるべ きか を知 ってい る。

すなわち永遠 の幸福 と進歩 のた めにど

のよ うな習慣 を変 えていか なければ な

らないか教 え られ ている。

古 代の偉大 な予言者 の １人で あるイ

ザ ヤは私 た ちの時代 を見 て， この末 日

の状態を書 きしるした。今 や この近代

において，イザ ヤの予言 が成就 されつ

つ ある。

教会本部 まで の道を行 き来 してい る

時 に，私 はつつ ま しい服装を して いな

い女性 を目に している。彼女た ちの多

くは「シオ ンの娘」で ある。私 は時代 と

流 行が変わ ることをわきまえて いる。

これを見てい ると，青年 時代 ソル トレ

・ｒク ・ステ ーキ学院，後 の末 日聖徒大

学 に通 っていた時をいまな お 思 い 出

、

す。

女 学生 はブ ラウスを着， くるぶ しま

でのス カー トをはいて，頭 か ら足 の先

まで きちん とした服装 を していた。 ま

た私 は若 い男女の学生 がグループでシ

テ ィク リーク峡谷までの旅 行に行 った

時 に起 こった出来事をおぼえてい る。

ハイキングの途中で，女学生 の １人 が

足 をすべ らせ，枝 にスカー トをひ っか

けて， ひざまで足が見 えるほど破いて

しま った。 その女学生 はどう して よい

かわか らな くな り， ひ とりで家 に帰 り

たい と言 った。何 時間 もか かってよう

や く他の女学生 がなだめ，事故 のこ と

を忘れ るように説 き伏 せた。

現代 は当時 に比 較すれば， ひざを見

せ るこ とはあたりまえにな ってい るが

私 はひざを見せ る服を着てい る女性 を

悪 い と言 って いるので はな い。私 た ち

がいだ くべき気持 ちを述べ ようとして

い るのである。

つつ しみ と適切 さの原則 は昔 も今 日

も同 じであ る。教 会幹部 が表明 して い

る標準は，男女 共，つつ しみのある服

装 をすべ きであ るとい うことである。

民 は常 に適切なふ るまい とつつ しみを

教 え られて いる。

私 は 「シオンの娘」がつつ しみを忘

れた服装 を して いる時，それは 「シオ

ンの娘」 に とって，不名誉な ことであ

ると考 えている。 さ らに， これは女性

と同様 男性 について も述べ ることがで

きる。 主は古代 イス ラエルの民 に対 し

て，男 も女 も自らの体 をおおい，常 に

純潔 の律法を守 るよ う戒 め られた．

私 はつつ しみ と純潔 を願 ってい る．

また男女すべての教 会員 に純潔 である

よ う， 自 らの生活 において清 くあ るよ

う，主が与 え られた誓約 と戒 めに従 う

よ う願 って いる。

‘
．私 は生涯 を通 じて のこれ らの小 さな

出来事 か ら， い くつか の真理 の原 則，



私た ちが完成への道を歩むにあた り有

益な主の知恵のあ らわれを学 んだ。私

たちが ここにいる目的は天における と

同 じように，御父のみ こころを行 な う

こ とで あ り，：地において義の業を行 な

うこ とで あり，邪悪を破 り， 不完 全 さ

を克服 して聖徒 とな り，地におけ る主

の僕 とな ることであ る。

私 は年若 き時に愛す ること，他人 を

裁かず 自 らの欠点を常 に克服 す るよ う

努め ることを学んだ。またハ ン ドボー

ルをやめた時 に，長い間親 しんだ習慣

をや める時の人々の苦 しみを知 った。

ジ ュニーの悪い習慣がその価値 をい

くらか下げた ように， ささいな ことの

ように思われ るつつ しみのない衣服 を

着 ることが，教会の若い男女 か ら何 か

を奪 って いるのであ る。

私た ちがいかに天 の御 父の前 に帰 ろ

うと して いて も， こうい った ことが，

私た ちが従 って生 活すべ き永遠 の原則

を守 らせ に くくす るのであ る。

私 はあなたがたに証す る。私 は神 が

生 きて ま します ことを知 ってい る。 イ

エス ・キ リス トが御父の生 みたまい し

肉 における唯一の御子であ ることを知

って いる。私は予言者 ジ ョセ フ ・ス ミ

スとその後継者の使命 に関 して完 全な

信仰 を持 って いる。

私 は自分が生 きてい ることを知 って

いるように，私た ちがイエス ・キ リス

トの不滅 の福音を有 してい ることを知

って いる。 も し私が これを知 っていな

い とすれば，私は ここにい ることを望

まないで あろう し， この業に何のかか

わ りも持 たな いであ ろう。 しか し，私

は体 のすみずみで これを知 ってい る１，

神が私 にこれ を啓示 した もうたか らで

ある。願わ くは，主が私た ちすべてを

祝福 した もうように，へ り くだ って祈

りｉ奉 る。 アーメン。

インデ ィアンのセミナリーは小学校

から高校までの若者が宗教的な経験と

訓練を得られるように設け ら れて い

る。

レー マ ン人

と教会

編 集 員

Ｍ ・ダ ラ ス ・バ ー ネ ッ ト

９４７年の晩秋 ，コータ州 リッチフ ィ１

一ル ドのてん さい畑 は雪 でおおわ

れて いた。 この畑 で働 いていたイ ンデ

ィアンた ちはほ とんど この谷 を去 って

いた。冷た く凍 りついた土 の中か らて

ん さいを堀 るために残 っていた数少 な

い人々 の中に１６才 にな るヘ レンとい う

名 の少女 がいた。 この少女 はてん さい

を堀 りた くて ここにとどま っていたの

で はな く，故 郷に帰 って しま った ら好

きな教育 が受 け られな いと思 って ここ

にとどまって いた ので ある。

ヘ レンは リッチ フ ィール ドに住 むあ

る家族 に， この町 にとどま り学 校に通

いた いので，裏庭 にテン トを張 るのを

許 して くれ るように頼 んだ。 それは ゴ

ール デン ・ブキャナン１が イ ンデ ィア

ンのおかれて いる状況について話 した

ステーキ部大会のす ぐ後だ った。 ヘ レ

ン家族 は この大会 に出席 した の で あ

る６

これ ら２つ の出来事 に関す る問題 は

十二使徒評議員で あるスペ ンサ ー・Ｗ ・

キンボール長老が リッチ フ ィール ドを

訪れ た時，彼か ら助言 して もらうこと



上 ：レーマン人に福音をのべ伝えている

宣教師の多くはレーマン人である。

下 ：インディアン学生紹介プログラムで

は，若い人々が学業のために育ての親

と生活する前に健康診断を受ける。

３！２

で決着がつ き， その後ヘ レンはブキ ャ

ナン家 に引 き取 られ ることにな った。

翌年 の秋 には ９人 のイ ンデ ィア ンの

若者が末 日聖徒 の家庭に引 き 取 ら れ

だ ，イ ンデ ィアン学生紹 介プ ログ ラム

へ と発展 した ことの起 こりは これ であ

った。そ してそれはその後 ひ きと られ

た ５千人以上 の レーマ ン人学生 に影響

を及ぼす こととなったのである。 この

プ ログ ラムはさ らに教会 の会員 に レー

マ ン人 とレーマ ン人 に予言 されて いた

約束 につ いて新た に思い起 こさせ るき

っか けとな った。

末 日聖徒イエス ・キ リス ト教 会は，

イ ンデ ィアンと呼ばれ るアメ リカ大陸

に住 む人 々また， 大平洋上 の島々に住

む入 々を神学 的にまた哲学的 に理解 す

るにあた って特異 な概念 を も っ て い

る。 この人 々はヤコブの家 の残 りの子

孫 （皿ニーフ ァイ２１；２）で あ り， リ

ーハイの子孫す なわち紀元前 ６００年頃

エル サ レムか らアメ リカ大陸 に来た イ

スラエル人な ので ある。古代の民が受

けた啓示 の記録 すな わちモル モン経

にはレーマン人 に対す る大 いな る約束

が見 い出 され る。

１８３０年， モルモ ン経 を翻 訳 し出版 し

たジ ョセ フ ・ス ミスは教会 の設立 当初

レーマン人に福音 が述 べ伝 え られ ると

い うこと， すなわち予言 されて いた約

束を再確認 したのであ る。 その 日か ら

今 日に至 るまで福音 は レーマン人 と し

て知 られ てい る人 々にのべ伝 え られて

いる。

ジョセブ ・ス ミスによ り初期 の伝道

活動 が始 め られ，聖徒 たちがユ タ州 に

定住 した時， ブ リガム ・ヤ ングが イン

デ ィアン と友交を保 ち， また リッチ フ

ィッール ドの少女 に助 けの手が伸べ ら

れて以来， インデ ィアンを支持 す る幅

広 いプ ログラムが社会的に も神学 的に

もすすめ られてい るのであ る。

今 日，教 会はい まだかつてなか った

程 ， レーマ ン人 に福音 をのべ伝 え，宗

教 的な教育 な らびに非宗教的 な事柄 を

提供 し， この偉大 な人 々の経済的成長

の仲立 ちとなるよ うに努力 しているの

であ る。

紹介 プ ログラムの主な 目的 は，イ ン

デ ィア ンの学生 に自分 自身 について よ

り正 しい認識を持たせ ることであ って

イ ンデ ィアンの学生 を 白人の ようにす

る ことで はない とこのプ ログ ラムを担

当す る管理者た ちは考えてい る。 さら

に，当然の ことなが ら教 会全体 にわた

って活躍 す るこのよ うな若 い人 々によ

って白人 の間にある偏見 とい う障壁 は

打 ち砕 かれ ているのである。

太平洋地域や ラテンアメ リカに設 立

されて いる教会 の学校が これ らの地域

に住む末 日聖徒た ちの生活に対 して霊

的，社会的 に貢献 してい るとい うこと

は，中央 のステーキ部に住 む会員に と

って理解 しがたい ことであ る。

レーマン人のためのプ ログ ラムにつ

いて言 えることの うち最 も大切 な こと

は， このような プログ ラムに参 加す る

レーマン人が同胞 の間にあって指導性

と力 とを伸ば してい るとい うことであ

る。イエス ・キ リス トの福音 は人間 の

持 つ可能性 を広 げる。末 日聖徒 の レー

マ ン人ほ どこの ことを端的 に表 わ して

い る民 はいないのである。

また一 方，教会 の中 で レーマン人で

はない人 々の間 にあった偏見や， 白人

が上 で レーマン入が それ以下で あると

い った世襲的統治 のな ご りは次第に消

え去 りつつあるのである、，

注 １， ゴー ル デ ン ・ブ キ ャ ナ ンー １９４８年

に教 会 イ ンデ ィ ア ン ・コー デ ィネ ー ター

を 務 め ， １９５／年 ， 南 西 イ ンデ ィア ン伝 道

部 を 管 理 した。



誉 れ あ る血 統
十二使徒評議員会会長代理

スペ ンサ ー ・Ｗ ・キ ンボ ー ル長 老

＿ の 記 事 は １９７１年 ４月 ２４日， ソル ト レ ー ク 市 で

一
開催 された レーマ ン人 のユース ・コ ンフ ァレ

ンスで話 された演説 か ら取 った もので ある。 ナバ ホ

ー族評議員 会の会長 である ピーター ・マク ドナル ド

氏 もこの大会で話 を した。 は じめ の部分は彼 の こと

についてである。

私 はマク ドナル ド氏が 自分 は 「レーマン人」 であ

る と話 され るのを聞 いて うれ し く思 った。私 たちは

マク ドナル ド氏が レーマン人 であ ることをずっ と以

前か ら知 っていたが，その ことを言 うとは思わ なか

った。彼 のおかげで，私 たちの多 くはインデ ィアン

お よび他種族 との混血 イ ンデ ィア ンを含む レーマン

人 であ ると言 うであろ う。 この私 もあるインデ ィア

ン部族 の養子 にな り， ・インデ ィア ンの名前が付 け ら

れてい る。私 は事務所 を訪れ る人 々に誇 りを もって

レーマ ン人 は救 い主 の降誕 に先立つ ６００年前エルサ

レムを出て家族 と共 に荒れ狂 う海を渡 りア メ リカ大

陸 に上陸 した，かの リーハイの子孫 であ ると話 して

いる。 り一ハイ とその家族 は北米，南米， 中米 に住

む あ らゆ る種 族のイ ンデ ィア ンとメステ ィーソの祖

先で あり， また海 の島々， すなわ ちイ ンデ ィア ンの

歴史の中期頃， 自らの手 で造 った船 に乗 りアメ リカ

大 陸を離 れて島々に渡 ったイ ンデ ィア ンたちの祖先

であ る。

モルモ ン経 をこの世 にもた らした ジ ョセブ ・ス ミ

スへ の啓示が あるまで は，だれ もこれ らの移 住者 に

ついて は知 らなか った。それ以前， この ことはわか

らなか ったのだが，今や この疑 問は完 全に明 らかに

され たので ある。 今 日レーマ ン人 の人 口は ６千万入

にのぼ る。彼 らはチエ ラ ・デル ・フエゴか らアラス

カ最北端のバ ロー岬にいた るまでアメ リカの全土 に

住 んでお り， またハ ワイか ら南方 の南ニュージラン

ドまでの島々に も住 んでいる。

啓示 と金版 に書かれ丘 に埋蔵 されていた レーマ ン

人 の歴史 である偉大な モル モン経 とのゆえに，教 会

はすべての レーマン人 に深 い関心 を寄せ てい る。予

言者 ジ ョセブ ・ス ミスによ る翻訳 は，救 い主 の降誕

６００年前 か ら降誕後 ４００年 までの１０００年 にわ たる連

続 した歴 史， すなわ ちこの大陸 に住 んでいた偉大 な

民の歴 史を明 らかに したのであ る。 その後１４００年 に

レーマ ン人 たちは高度 な文化 の多 くを失 って しまっ

た。 そ して１４９２年 にコ ロンブスが この地で レーマン

人 を発見 した時， この強大 な民 の子孫は コロンブス

によってイ ンデ ィアン と呼ばれ たのであ る。

レーマ ン人 という言葉に は， あ らゆ る種 族のイ ン

デ ィアンおよびそ の混血が含まれ る。すなわち， ス

ー族
， アパ ッチ族， モーホーク族 ， ナバホー族， そ

の他 の部族 もまた ポ リネシ ア人， グアテマ ラ人， ペ

ル ー人 も レーマ ン人 であ る。 レーマ ン人 は偉大 な民

の大 きな集 団なのであ る。

教 会はイ ンデ ィア ンとあ らゆる レーマン人 に対 し

ていつ も非常 に大 きな関心 を払 ってきた。１８４５年初

めに，教会 は次 のように宣言 を出 した。 「やがて シ

オンの息子，娘 たちは森 に住む子供た ち （イ ンデ ィ

アン） を教育す るた めに自分 の時間の一部 を費やす

ように望 まれ るで あろう。なぜな ら， イ ンデ ィア ン

たちには福音を教え るのみでな く，市 民生 活をす る

上で の根本的な事柄を教 え，教育 を施 さなければな

らな いか らであ る。彼 らには衣類 と食物 を与 え，原

則 を教 え，徳，謙遜，習慣，装 い，音楽， または花

婿 の到来に備え るイス ラエル とヨセブの忠実 なる家

の息子，娘 としてふ さわ しく洗練 し，清め，品位を

高 め，栄光 を与 える と思われ る。 その他 あ らゆ る事

柄 を教 えなければな らな い。」 （パーカー ・プ ラ ッ

ト， ロビソン編 「パ ー レー ・パ ーカー ・プ ラ ッ ト書

簡」 Ｐ．５）

私た ちが レーマン人 に対 して人道主義的立場以外

で関心をいだいてい る理 由が ここにある。

およそ１５００年前，予言者 モル モ ンは 「私 の兄弟た

ちがまた再 び神 を知 り……再び喜ばれ る人 とな るよ

うに私 は兄弟 たちのため神 に祈 る。」 （モル モン言 １

３１３
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：８） と言 っている。 この時すで に彼 らは信 即生活

か らはなれてお り， キ リス トの瞭 いのことも忘れて

いた。彼 らは再 び喜 ば しい民 となるために神 のもと

へ帰 らなければな らないのである。

私 たちが このような予言が実現 されてすば らしい

祝福 の喜 びを受ける ことができるのは，彼 らの祖 先

と神 のおかげである。 レーマン人 の予言者を含む古

代の予言 者たちは何世紀 もの間， 自分 たちの子孫 に

関心を持 っていた。 そ こで，予言者 たちは子孫 の贈

いのために昼夜祈 り願 ったので ある。 レーマン人 の

記録 者 と予言者 たちの長 い祈 りが答 え られて，１８２０

年に この地上 に永遠 の福音 が回復 され たので ある。

予 言者 はいつ もレーマ ン人 に関心 をい だ い て い

た。モ ロナイはニー フアイの民 が全部殺 され た時，

この大陸で生 き残 ったただひ とりのニーフ ァ・イ人で

あ る。次の聖 句はモ ロナィが記録 を丘 に隠す前 に書

いた ものであ る。 「……今僅 のこ とをつ け加 えて記

す。私 は これが主 のみ こころによっておそ らく将 来

いつか私 の同胞 であ るレーマン人 の役 に立つ ため に

記 すのであ る。」（モ ロナイ １ ＝４）

そ して，現在 レーマン人 に関 して私た ちに与え ら

れてい る啓示 の １つに次 のようなものが ある。 「而

して見よ， すべてこの業 の残 りの部分 は，誠 にわが

福 音の中わが聖 なる予言者 およびわが弟子た ちの こ

の代 の人 々に表 されんこ とを祈 りの中 に願い しもの

をすべて載 せた り。」（教義 と聖約１０：４６） おそ らく，

これ はまだ謙訳 されて いな いモル モン経 の ことにつ

いて言 って いるので あり， この部分はいつの 日か 明

らか にされ るであ ろう。私 が感銘 を受けてい る点 は

古代 の予言者 と現 代の予言者 が レーマ ン人 に非常 に

関心をいだいて きた こと，神 か ら離 れ去 って いた こ

れ らの人 々が受け る資格 のあ らゆる善 きもの を享受

す るために連 れ もどされるよう，主が福音を もた ら

され ることを長年 にわ たって絶 えず続 け られて きた

予言者 の祈 りであ る。

１００年 以上前 に 教会が組織 された時，予言者 たち

はまず初 めに レーマン人 に関心を寄 せた。初 めた っ

た１２人 だったモル モンが １００人 とな り， １，０００人 と

なった。世界中 に教会が ２， ３千 しかなかった頃，

私 たちはすで にイ ンデ ィア ンと共 に働 いていた。 ジ

ョセフ ・ス ミス自身 も川を渡 り，話 を聞 こう と集 ま

った インデ ィアンの酋 長たちに福音 を教 えた。

予言者 ジ ョセブに与 え られた啓示 に次 のよ うな も

のが ある。 「され ど主 の大 いな る日来 る前 に， ヤコ
も

ブは荒野に栄えレー マ ン人は薔薇の如 く華さくべ

し。シオンは諸々の丘の山の上に栄えて諸々の山の

上 に悦 び，彼 らはわが指 し示 し た る 所に寄 り集 ら

ん。」（教義 と聖約４９：２４一一２５）

このよ うな約束 を与 え られて いる今 日，今世紀 と

りわけ過去 １０年 ない し２０年 の間に行 なわれ た業 に私

た ちは大 きく目を見 開いてい る。今 日，教会 にはた

くさんの レーマ ン人 の指導者 がいる。 たとえば，島

の総人 口の２０パ ーセ ン トが教会 の会員 である トンガ

には ３つの大 きなス テーキ部 があ る。 この うち ２つ

は完全 に レーマ ン人 が管理 してお り，他 の １つ もほ

とん ど レーマン人の手 によって運営 されて いる。現

在サ モアには ３つのス テーキ部 があ り， また，小 さ

なサ モア諸島に もこれか らもう １つのステーキ部が

で きるはずであ る。 レーマ ン人 の指導者が いるステ

ーキ部が さらに ４つ あることにな る。

メキシコシティたは， メキ シコ人 の指導者す なわ

ち レーマン人の指導者 がい るシオ ンのステーキ部が

３つ ある。 １， ２の職 を除いて， ステーキ部長，監

督 ，高 等評議員 ，補助組織 の指導者 はみんな レーマ

ン人であ る。 メキシ コの都市 モ ンテ レ・ｆ， グアテマ

ラ， リマ， ニュージーラン ドその他 の国々に も，ふ

さわ しい レーマ ン人指導者 を もつ シオ ンのステーキ

部 があ る。

これはかつて予言者 によ り予言 され ていたこ とが

文字 通 り成就 してい ることで あ り，偉大な変化で あ

る。 １２年前 には，世界中 の どこに もレーマン人 のス

テ ーキ部 はなか った。 レーマン人 の監督 もいなか っ

た し， もちろん レーマン人 のステーキ部長 もいなか

った。 わずか数年 のうちに， これ らの業が行なわれ

て きたので ある。時代の流れを見通 してお られ るイ

エスは次の ように語 られたのであ る。 す な わ ち，

「か ように神の命令 は これをふみ行 なわなけれ ばな

らない ことがわか る。 もしも世 の人々が神 の命令 を

守 るな らば，神 はま ことに これを養 い， これ を強 く

し，また人 に命 じた もうたこ とをな し遂げ るこ とが

で きる方法 を与 えた もう。 それで あるか ら神 は私た

ちが荒野 に留 っていた間 にも私た ちにいろいろな方

法 を与 えた もうた。」（１ニーフ ァイ１７：３）

主が オ リヴ ァ１ カウ ドリに 「… …汝 はレーマ ン人

の所 に赴 きてわが福音を彼 らに説 き教 うべ し。而 し

て，彼 ら汝 の教 えを受 けなば レーマン人の中にわが

教会を建て させ よ。……」『（教 義 と聖 約２８：８） と語

られた ように，主 は教 会の指導者 たちに対 して私 た

ちに与え られてい る聖典 の中に書 かれている予 言 を

成就す るために計画準備 し，成就 を待つよ うに指示

された ので ある。

さ らに主 は我々 に次の ように教えて お られ る。－・

３１５
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「それ にもかかわ らずわが業 は進 み行 かん
。 そは，

ユ ダヤ人の証 （聖 書を通 じ） によ りて一人 の救 い主

の こと世 に知 られたれば， 正にその如 くわが民 にも

一人 の救 い主 の こと知 らるべければ な り。す なわ ち

またニ ーファイ人 （および， レーマン人）， ……に

も， その先祖 たちの証 によ り知 らるべ きなり。」 （教

義 と聖約 ３ ：１６－ １７）

その証 とはモル モン経 である。 モル モン経が真 実

である ことを知 りたいと望み誠心誠意 モル モン経 を

読 む レーマ ン人 はすべて， レーマン人た ちが 自分の

祖先 であ り， モル モン経が その記録 で あり， 自分 も

レーマン人 のひ とりで あるという証を得 るだ ろう。

「すなわ ち
， この証 はまた レーマ ン人 ……の間に

も知 らるべ きな り。… …而 して以上 の記録 を載せ た

るこれ らの金版は，実 にこの 目的のために保存 され

た り。す なわ ち主がその民 にな した る約束 の必ず成

就 さるべ きために して， これ また レーマ ン入 のその

先祖 の ことを知 り，主 の約束 を覚 り，か くて福音 を

信 じ，イエス ・キ リス トの功徳 に頼 り， その名 を信

ず る信仰 によ りて栄光 を得， か くて また彼 らその悔

改 めによ りて救わ れんがためな り。」（教義 と聖約 ３

：１８－２０）

ジ ョセブ ・ス ミスが教会 を組織 して いた時，彼 が

最初 に行 なった ことは 自 らレーマン人に福 音を述 べ

伝 えるこ とで あった。それか らジ ョセブ ・ス ミスは

兄弟 たち，す なわ ちザイバ ・ピーターソン， パ ー レ

ー・Ｐ ・プ ラッ ト
， オ リヴァ ・カウ ドリ， ピー ター ・

ホイ ッ トマーを派遣 したので ある。 そ して，主 は言

われ た， 「…… さ らば，われ 自らも共に行 きて彼 ら

の真中 に在 らん。われ は父に彼 らを擁護 すれば，何

もの も彼 らに打ち勝つ ものなか らん。」 （教義 と聖 約

３２：３）

レーマン人 の成 長 と発達 はすべてのモルモ ン社 会

教会全般 にわた るプログ ラム， キ リス ト教 に とって

最 も重要な ことであ る。 、

１９６３年 にバプテスマを受 けた人 々の うち２３パーセ

ン トは レーマン人 であ った。 その数は 年 間 に ２万

５０００入にのぼ った。 １９７０年 は これよ りももっ と多か

った。 これ らすべての ことは レーマ ン人 が真理 をい

かに よ く受け入れ るかを表 わ している。次 の言葉 は

レーマン人の １人 が語 って くれた言葉 である。 「こ

の福音，すなわ ち時 と して モル モン教 と呼ばれ る福

音は我々が全生活 を傾 けて きた何物 かで ある１。 そ し

てそれが突然今 よみがえ ってい る。」 あなた が’たは

忘 れて しま った ことを思 い出そ うとしたことが ある

だ ろう。 思い出そ うとや６ きにな っ て い る時，突

然，記億がよみがえってきたという経験があるだろ
ゐ

うか。福音 もレーマ ン人 に このよ っに して よみが え

って いる。 あるすば らしいナバホ ー人 は私 にこ う言

った 。「我々 は自分たちの生 き方 が道か らばずれて い

る ことを知 りま した。我 ４は昔 か らよ くあなたがた

とい っし ょで した。 それ か ら，我 々は真ん中 に大 き

な石 を置 いて道 を分 けるようにな りま した。我々 は

一方をそ してあなたがたは他方 の道 を歩 きま した。

しか し，今 や，我 々はこの大 きな石 のまわ りにいま

す。我 々はみんな もとの ところに帰 って い る の で

す 。」

中央 アメリカには約 ３万人 の レーマン人の会員が

いるが これ はここ ２， ３年の結果 にす ぎない。教会

には約 ！０万人 のポ リネシア人が いるので，現在 ，お

よそ２５万人 にのぼ る レーマン人がい ることにな る。

２０年前 は大 き く見積 って も数千人 くらいの会員 しか

いなか ったろう。 しか し，今 日，２，３０年 という 短

か い期間 に２５万 人が会員 とな ったのである。私 たち

は百年以上 の長 さにわた って，ポ リネシア人 と共 に

伝 道の業にたず さわ って きたので ある。

レーマン人に もレーマ ン人 ではない人 々 と同様 ２

年 間の伝道 に出 る宣教師 たちが何百人 もいることを

知 るのは喜 ば しい ことであ り， またこのような宣教

師たちが 自分の時間 と資産 を投 じて，広 く自分 たち

の同胞 に福音 を述 べ伝 えてお り， きわだ った成功を

収 めてい ることを知 るのは実 に喜 ば しい こ と で あ

る。 １００に近 い伝道部 のうち最 も活発な ４つの伝 道

部 はす べて レーマ ン人 の伝道部で ある ということは

実 に興味深 い。 ４つ の伝道部 とは メキ シコ北 部伝 道

部， グアテマ ラ， エルサルバ ドル伝道部， メキ シコ

伝道部， トンガ伝道部で ある。 これ ら ４つの伝道部

は世界中で最 も大 きな伝道部で ある。 この ことは ど

のよ うな意味合 いを持 って いるのだ ろうか。 それは

かつて他 の民族 に比較で きない程， レーマ ン人が福

音 をよ く受 け入れて いる とい うことであ る。 レーマ

ン人 は長 い間待 ち望んで いたあ るものに気 づき， そ

して今，彼 らは福音 を受 け入れてい るのであ る。 全

伝道部で２１傑に入 る伝 道部の うち上位 ９番 目までは

レーマ ン人 の伝道部であ る。

現在， メキシコ北部伝道 部では宣教師 ７人 につき

５３名の改宗者を得てい る。 メキシ コ北部 中央伝道部

で は３４名で あり， メキシコ南部伝道部 では３０名であ

る。バ プテスマの数が非常に少ない国々があるが レ

ーマ ン人の国ではない
。神 は レーマ ン人 が福音 を受

け入れ るように祝福 した もうている。彼 らはこの時

代 にあ って他 の民 よ りも福音 に共 鳴 している。 レー．



マン人 たちは自分た ちが今 まで見逃 し，また，見逃

して いる ことにも気づか なか った真理 に気づ いて い

るようで ある。 今や，福 音の真理 は彼 らにももた ら

された ので ある。

予言者 アビナダィ はノア王 にかか って火 あぶ りに

されて いる時，次の ように言 った。 「よろずの民が

主 の与 えた もう救 いを見 る時 と，あ らゆ る国民 ，あ

らゆ る血族，あ らゆ る国語 の民， あ らゆ る人 々が心

を一つ に して神 の裁判は正 しいと神の御前 に告 白す

る時が くる。」 と。（モーサ ヤ１６：１）

ギアナを除 く南 アメ リカに住 むすべての国民 ，中

央 アメ リカにあるすべての国々， メキ シコにあ るす

べて のステーキ部， カナダの全地 そ して合衆 国の全

州 に福音が述べ伝え られてお り，その中での レーマ

ン人 の宣教師た ちの働 きはめ ざま しい ものであ る。

一般 に レーマン人 は善良な民であ り誠 実な民 であ

る。 当然の ことなが ら， レーマン人の中に もなかな

か希望 にそ ぐわ ない人々 もい る。 しか し， 全体 的に

みて， レーマン人は情に厚 く愛すべ き民であ る。

たぶん， アメ リカにおけ る１２人の弟子 の うち何人

かは レーマン人 であ ったか もしれない。 かの偉大 な

予 言者 サ ムエルは レーマ ン人 であ った。私 が知 って

い る中で世界中の どの歴 史を とってみて も２００年以

上 の長 きにわた って義が行 なわれたため しはない。

が レーマン人に はこれがあ ったのであ る。 この ２００

年間 というものは戦争 がな く，分割 や内紛 の 「関係

者 」 とな った ことはなか ったのである。す べての人

々が一致 の精神 を持 ってお り，人 々は互 いに話 し合

っていたので， ここには戦 いはなかったのである。

家族 を守 るために戦 いに送 り出 さ れ た ２千 人 の

「ヒラマンの息子 たち」 がいたが
， だれ １人 として

戦 死 しなあ）った。彼 らは戦 い，血を流 し，あ る者 は傷

を負 ったが，その大 いな る信仰 のためにひ とりも死

ななか った。 レーマ ン人 は生来， 信仰 を持 っている

よ うに思われる。彼 らは主 に近 い民で ある。

主 は レーマ ン人 を祝福 され，進 んで彼 らの間 でみ

業 を行 なわれている。 イエスは この大陸 に住む レー

マ ン人 を訪 れた もうた時次 のように言 われ た。

「われはユダヤ人 の中 にてかほ ど大 いなる信仰 を

見 た ることな し。 され ば，われ はユダヤ人 の信仰足

らざ るため，汝 らに現 わ したる この大 いなる奇 蹟を

かれ らに現 わす こと能 わざ りき。 われ， ま ことに汝

らに告 ぐ， ユダヤ人 の中 には汝 ら （レーマ ン人）の

見 たる ごとき大 いなる ことを見 し者， また汝 らの聞
も

き た る ご と き 大 い な る こ とを 聞 き し者 一 人 も な し」

と。 （皿 ニ ー フ ァ ・イ！９ ：３５－ ３６）

兄弟姉妹の皆 さん，あなた方は偉 大な支族 に属 し

てお られ る。 あなた方の父祖 はエ ジプ トに売 り渡 さ

れ，女王 の誘 惑に従わずにむ しろ獄屋に行 った徳高

きヨセ ブであ る。 またあなた方 の父祖 は１２人 の息子

たちの父親 であ ったヤ コブであ る。 あなた方 は この

１２人 の息子 た ちのいずれかによ って この世 にあ るの

であ る。 イサ クは偉大な予言者 の １人 であ りあなた

方の父祖 であ った。他 の偉 大な予言 者， あなた方 の

父祖 はこれ以上 偉大な者はいない と思われ るアブ ラ

ハ ムであ、った。 アブラハ ムは神 と共に歩 み神 を誇 っ

た偉 大な人物 であ る。 アブラハ ムは多 くの世代 を さ

かのぼればあなた方の父ｉ親であ る。 アブラハ ムを誇

りとし， あなた方が誉 れあ る血統 の出であ ることを

知 りなさい。 その誉れ ある血統 を もって， 目的を成

就 し高 きにつ くことがで きるのであ る。

あなた方は霊性 を備 えてお られ る。１年 ほど前，ア

ッセ ンブ リー ホールを埋 めた姉妹 た ちの前 で話 を さ

れ，今晩 もここにおいでにな るあ る若 い女性 の話 か

ら，私 は，ほん の少 しだ け引用 させて いただ きたい 。

その姉妹 は次 のよ うに語 られた。 「８年前，私 は，

着 のみ着 のままでわずかばか りの財産 の入 った くつ

箱 １つを持 ってバスを降 りま した。私 は貧 しい家 の

出で した。私 の同胞 たちはみす ぼ らしい 人 々 で し

た。 しか し，皆様方 は この私 に対 して心 を開 いて下

さいま した。私 は この ことを感謝 して お り ま す。

今，私 は真新 しいスーツケース とた くさんの洋服 を

持 って家 に帰 ることができます。 しか し， これ は私

の財産 ではあ りませ ん。私 は着 てきた着物 と小 さな

くつ箱 に持 ち物 をつめて帰 ります。 そ して私 はなお

も富 め る者 です。私 は指定保留地 に住むだれ よ りも

よ り富 め る者 とな ることが できます。 なぜ な ら，私

は心 の中 にそれ を持 っているか らです。 これ は真珠

のよ うに尊 く， また金のよ うに貴重 で， この世 のあ

らゆ る富 と同 じよ うに尊 い ものです。私 は福音が真

実で ある とい う証 を持 って います。私 はイエスが キ

リス トで あ り，神が生 きて ま します ことを知 って い

ます。 また，祈 りが答 え られ る こと も知 っ て い ま

す 。」 こう証 したのは べ レンダ で あった。そ の後，

私 はべ レンダとその夫 のた めに神殿で儀 式を執 り行

なったので ある。

あなた方が義 にある時， あ らゆ る祝福 の中で， あ

なた方 レーマ ン人 に与 え られな い祝福は １つ もない

ので ある。 あなた方 は誉れ ある血統 の出であ り， ア

ブラハ ム，イサ ク， ヤコブ， ヨセフ， リーハイの子

孫 なので ある。

３１７．



グアテマ ラの夜明け

年間 とい うものコーデル ・アン１０

ダー ソンは安 らか な気持で眠れ

た ことがなか った。 いつ も １つの夢，

それ も， あま りに も強烈 で耐 え られ な

い ような夢 に とりつかれていたのであ

った。 彼が見た ものは， 貧困に苦 しむ

２千万 人 ものグ アテマラのイ ンデ ィア

ンた ちが救 いを求めてい る光 景であ っ

た。彼 はこれ らの人々の声を真実の叫

び と して理解 した。 というのはそ の国

で末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会 の宣

教師 と して伝道 して いた １９５７年 に恐 ろ

しい飢謹 を 目の当 りに していたか らで

あ る。夢 が現 われては消 え現 われて は

消 え るごとに彼 は心 の中 で叫 んだ。「あ

あ，神様， あなたの子供 であ るあの民

はあんなにひど く苦 しんでいます。 も

う彼 らを救 い下 さって もよいのではな

いで しょうか。」

しか し絶望 の境涯 を送 ることが定 め

の人々 に彼 １人 の力で７体何 がで きる

と言 うのだ ろうか。彼は実際的な訓練

を受 けた こと もなければ経済力 もない

１人 の人間 にす ぎないので ある。 しか

た な くコーデル はその夢 を心 のうちに

しまい込 み，働 いて金 を貯 めなが らグ

アテマ ラについて研究 し時期 を待 ち続

けた。

そ して， １９６７年 ８月，３１才 のコーデ

ルは財 産を売 り地位 を棄 てて妻 のマ リ

ア と ４人の子供 た ちをた くさんの荷物

を積んだ キャンピング ・カーに乗せて，

グ アテマラの コバ ンに出発 した。 コバ

ンは市内 に １万人，近郊地域 に２０万人

の人々が住んでい る町で あった。

コバ ンに到着す るとコーデル は人々

を正しい富裕な民 とするための方法を

あれこれと思案 した。まずこの文化の

遅れたインディアンの友情 と尊敬を勝

ち得なければ彼 らの生活を新 しい良い

生活に変えることはできな い と思 っ

た。彼は網目のような山道をまわって

村々で教育映画を見せることか ら始め

た。 この方法は何世紀 もの間インデ ィ

アンたちの生活を支配 してきた迷信や

伝統を打ちこわすのに必要な足がか り

となった。

インディアンたちと友だちにな り，

彼 らの恐れを取 り除いていくうちに２

年の歳月が流れ，コーデルはもう準備

ができたと思った。 「いかなることが

要求されようとも， この民の救いのた

めにこの身を捧げよう。」 という オル

ソン ・プラット１の言葉が 耳元にとど

ろくのを感 じなが らその言葉を静かに

口ずさむと， もう一度家族を乗せて原

始的なフィンカ ・バルパラィーソ （天

国の谷農場）へと出発 した。コバンか

ら２５キロ離れたその土地でそこに住ん

でいるポコンチ ・インディアンの４０家

族 と共に働 くためであった。

コーデルは慎重に， しか も着実な足

取 りで援助を開始 した。今かかえてい

る問題が何なのか，またこの悲惨な状

態をひき起 こしたのはだれなのかを彼

らに理解 させ るためであった。彼の最

初の目標は，食生活の改善，種痘や衛

生施設の拡充をも含む早期治療の徹底

により，高い幼児死亡率を減少させる

ことであった。このあた りは無医地帯

であり，合衆国陸軍の軍医として訓練

を受けたコーデルは，いつの間にか栄

養 失調 や流感， また赤痢， チフス，肺

炎，伝 染性皮膚病， その他一般的 な子

供 の病 気の治療 にあた っていた。

週 ごとの家庭訪 問を していたあ る日

コーデルは ２才 にな る男の子 が祖母 の

お乳 の出ない乳房を吸 ってい るのを見

た。 ミグ エ リー トとい うその子供 は足

がやせ細 って 自分 の力で立つ ことがで

きなか った。生後 ４ヵ月で母 親がな く

なってか ら， ほとん どとう もろこ しを

焼 いて作 った焼 き もちとコー ヒーで育

て られていたか らである。 ミグエ リー

トの耳 や頭 はかさふ たでおおわれ，腹

部 は空気 を入 れ過 ぎたフ ッ トボール の

よ うにふ くれ上 が っていた。 たんぱ く

質 の欠乏 が原 因で このよ うな症状 にな

ったのであ る。

コーデルは ミグエ リー トを家 に連 れ

て来 るように と祖母 に言 った。 その祖

母が ミグ エ リー トを連 れて，ア ンダ ー

ソン家を突然訪れたのはそれか ら１年

後 の ことだった。 ミグエ リー トは肺 炎

で危篤状態で あった。

忍耐 と愛， また医学 に基づ いた適切

な治療 によ り ミグエ リー トは回復 の一

途 をたど った。次 にコーデル とマ リア

は，体重 ６キ ロの ミグエ リー トの食欲

不振 の原 因をつき とめよ うと思 った。

水 さえ もの どを通 らないのであ る。 し

か し，い ろい ろ手 を尽 くしてみた もの

の原因はつかめず，今 の ミグエ リー ト

の衰弱 した体 には危 険だ とわか ってい

たが， しかたな く虫 くだ しを子供 の適

量 の ４分 の １だけ与 えることに した。

薬が効 いた．／ミグエ リー トは食べ始め

た。 そ して食事 のたび に ２時間 もかか

３１８



アンダーソン家の農場の インディアンの

少年たちが一緒に泥道を歩いているところ

バ ー バ ラ ・Ｔ ・ジ ェ イ コ ブ ズ

ったか とにか く食べ るよ うになった。

６週間後には ３キ ロ体重 かふえ，初 め

て歩 いた り話 した りす るこ と か て き

た。現在 ４才 の ミグエ リー トは体 の大

きさの点 ては ２才 の標準 しか ない。 お

そ らく知的 な面て も遅れて いることて

あろう、 けれ ど も彼 は今生 きてお り幸

福 になった。本 当に楽 しくしてい る。

この成功 によって今や コーデルは前

に も増 して・インデ ィアンたちの家 に受

け入れ られ るよ うにな り，栄養価 のあ

る食物 を補 った り，病気 の早期冶療 を

始 め ることも認 め られるよ う に な っ

た。

コーデル の次 の目標 は近代的な農業

の方法 をインデ ィアンた ちに教え るこ

とて あった。 時や牛や豚 の飼育 法や野

菜 の栽培法 は，新 しい農業方法 につい

て教え るのに役立つはか りてな く， そ

れによ って伝統 的な豆類 や とうもろ こ

しに変 わってバ ランスの とれた食物 が

生産 され るよ うになった。次 に もした

だ働 きをする ことになると， インデ ィ

アンたちは決 して豊か にな ることはな

いと判断 した コーデ ルは，彼 ら１入 １

人 に働 きに応 じて お金を与えよ うと決

心 した。

この ことはそれぞれの農場開発計画

か， 利益 をあげ るだけでな く独立採算

で運営 されなけれ はな らない ことを示

す ものてあった。

コーデル は農業 の様子を実際 に見せ

参加 させ る ことによってイ ンデ ィアン

るかたわ ら，希望者のために正規の授

業を始めた。午前中の幼稚園と １年生



の授 業， そ して午後 の ２年生か ら５年

生までの授 業は，正規 の末 日聖徒 の教

師で あるフレデ ィー ・レノーゾ と， グ

アテマ ラ市 の末 日聖徒 の少女 ロジータ

・エス トラーダによって進 め られた
。

この クラスには．現在 までに３０人 の子供

たちが登録 されて いる。午後 ４時 にな

ると教科書 にモル モン経を使 い，イ ン

デ ィアン語 の他 にスペイ ン語 の読 み書

きを習 いたい おとなた ちのためにスペ

イン語 の クラスが開かれてい る。 また

本格 的な教科書 を使 って行 なわれる文

学の クラスは宗教 に興味 を持 っていな

い人たちのために設 け ら れ て い る．

それに毎週土 旺 日の午 後には少年 も一交

えて男の人 たちは木工具店へ 行って，

設備 の整 って いな い家 を整 えるため に

テーブルやベ ッ ドの作 り方を学ぶ。

この人々 に新 しい生活を もた らした

コーデル の計画の中で最 も大切な こと

は，彼 らにイエス ・キ リス トの福 音を

蟄 え ることで ある。 コーデル も妻 のマ

リア も共に宣教師なのだ。 かつて農園

での労働を通 して，土地 の人 々の信頼

を得 ることができたのに自信 を得 て，

２人は小 さな穀物 島庫 の中で 日旺学校

と聖餐 会を始 めた． 出席者 の数が２５名

にな ると， この小 さなグ．ループはバル

パラ イーソ ・グル ープと して知 られ る

ようになった． そ して１９７０年の１２月ま

でに教会のすべての定例集会が開かれ

るようにな った．そ して支部の会員の

約半分が神 １，こを持つ ようにな り， 大祭

司 １人，長 老 １人，祭．司 ２人，教 師 ２

人，執 亨 ４人が誕生 した，、

コーデルがお よそ ３年 前に ２００ヘク

タ ールの土地 を譲 り受 けた時， そ こに

あ った もの といえば １ヘ クタール余 り

のやせたサ トウキ ビ畑 と原始的 なサ ト

ウキ ビ圧搾 機だけで あった。農耕用 の

家 畜 もいなければ，建物 もない。土地

を耕す機械 も一 つと してないところで

あ った．コーデルは必要 な農機具を序

々 に購 入 し始 めたが，設備が こわれ，

その修理 のための部品 やお金 に事欠 く

よ うになるにつれて，資金 の問題で い

３２０

つ も悩 まされ るようにな った。

コーデルは経験の豊富な農場 主で も

な ければ建築者で もなか ったので， 実

地作 業を通 して学 ばなければな らなか

った。養鶏 を行な う前 に養鶏箱 を作 る

方法 を学 ばなけれはな らない。養鶏箱

のまわ りのハエの問題 が起 こって くる

と，金網 の床 を作 って箱 の底 より も少

し高 い位置 に取 り付 けた。養鶏箱の下

か ら掃 き出 され る鶏糞は今ではサ トウ

キビ畑の肥料 と して使われてい る。

農 場に家畜 を入れた時には，牛 が炭

そ病 にかか らない ように種痘 の方法 を

学び， ダニを駆除す る方法 を考 えなけ

ればな らなか った。

イ ンデ ィア ンたちは副食 の価値 に疑

問を持 ち，庭 に野菜 を植 える ことに反

対 した。彼 らにとって はと うもろこ し

だけが唯一 の食料で あ り，野菜は家畜

の食料だ った ので ある，

また非常 に不潔 な状 態の中で生活 し

て いる病 人の治療 のために，雨降 りの

暗い中を足 首まで泥 につか りなが ら歩

かなければな らない時がよ くあった。

イ ンデ ィア ンたちは 自分たちの使 って

い る薬 や魔術 が何 の効 果 もない ことが

わか るまでは，家族 の病気 をコーデル

に知 らせ よ うとは しなか った。従 って

石灰 におか されて深 いひび のは いった

手や，鶏 の糞 のた めに伝染病 にかか っ

た耳 の治療 などに立 ち向か わな ければ

な らなか った ので ある．

インデ ィアンた ちは （育の意味を理

解で きなか ったので， コーデノレはイ ン

デ ィアンた ちに子供 た ちを農場の’学校

へ出席 させねばな らない こと，また彼

ら自身 も夜の講習に来てスペイ ン語の

読み書 きを学ばなければな らない とい

うことを教え るために， あ らゆ る方法

を使 って説得 しなければな ら な 〃 っ

た。教 育 とい う方法 がなけれ ば、聖典

も教会の教 科書 も意味 がな い の で あ

る。今 日で もまだモルモン経 の中 に書

かれてあ る重要 な言葉 の多 くは彼 らの

間では大人 た ちに も理解 さ れ て い な

い． しか し彼 らは同意語 をよ く理解す

る ことがで きるので， モル モン経 の語

いを序 々に増 して い くことがで きるで

あろう。

．教会員 にと
っての共通 の悩 みは，非

教会員 のことで，彼 らがなたを もって

攻 撃をかけて くることであ る． バプテ

スマを受けた人 々はすべて， この地方

の問題， た とえば とうもろ こしや豆類

の盲値 の原 因を生 んだと して非 難され

て いる。

けれ ど もインデ ィアンた ちの生活の

変化 と比べ ると， 日常に起 こってい る

問題な ど大 きな ことではない。２０．才に

な る ミグエル ・マ ックスは身長 １６５セ

ンチの立派なイ ンデ ィア ン。 ２年前 ま

で彼 は清潔 （精神 の清潔 さ， 肉体 の清

潔 さ） とい うこと，責任，忠実， 自発

成就 あ るいは救 いとい うことの意味 を

知 ることはなかった。 ぼろの服 をまと

い 日中 は父 に割 り当て られ た±地を耕

し， 夜になると窓 も床 もない竹 とア ド

ーべれ んがでで きた小屋 の中で過 し，

一ヒの上にすわ
って汚れた 不潔 な手で食

左 下 は 建 築 申 の 衛 生施 設．，

申 央 は ミグ’エ ル ・マ ック スが 新 し い 家 を

建 て る ため に 丸 の こ を 使 って仕 事 を して い

る と こ ろ ， 彼 は イ ン デ ィア ン の 少 年 た ち の

主任 教 師で あ る フ ェル ナ ン ド ・モ ラ の助 け

を受 けて い る．

右 下 コ ーデ ル ・ア ン ダ ー ソ ンが 土 地 の 人

々 に薬 を与 えて い る と こ ろ。

〆／遭認 陣
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Ａ

事 を していた。

その時彼 はコーデル に出会 った ので

あ る， コーデル は， まわ りの者みんな

が酒 に酔 っている中てただ １人酒 を飲

ますにい るこのインデ ィアンの少年に

心 ひかれ るものか あった。 ミグエル ・

マ ックスかイ ンデ ィアンの習慣を捨て

るまで ６ヵ月 を要 した。 しか し一度決

心 した後 の ミグエルの進歩 はめざま し

い ものがあ った。彼 はインデ ィアンと

して初 めて教会 の集会 やモル モン経 の

勉 強会 に出席 し， また今 では農場 でス

ペ イン語を ポコンチ語 に訳す最 も優秀

な翻訳 者て ある。またイ ンカパ リーナ

（安価 な蛋 白質補給物） を飲む ことに

よって栄養摂取量 を増 加 させ るプ ログ

ラムを行 なった り，野菜畑 を作 った り，

またポコンチ族 と してバ プテスマを受

けたの も彼か初 めてで あった。現在 ミ

グエル はホーム ・ティーチ ャーとして

働 き，断食証会か ある時にはいつで も

強 い確信 に満 ちた証をす るようにまで

成長 した。

コーデル は自分 の もとで働 くイ ンデ

ィア ン；を ミグエル ・マ ックスのように

したいという願 いを抱 いてイ スラエル

民族 の血 を受 け継 ぐインデ ィアンたち

を雇 い入れて教育 し，改宗 し続 けてい

る。 しか し今はまだ コーデル とその家

族 の犠 牲か あるはか りであ る。彼 は ミ

グエ リー トの ように親 かなかった り，

栄養失調や病気で死にそうな子供がい

ると戸籍登録せずにどんな時で も養子

にする。現在彼は家，食糧，衣類 の世

話，そして３１人の人々のための医療を

施す責任を持っている。

その結果コーデルとマリアは自分た

ちの家を整え，十分設備を備えつける

時間もお金 もなくなってしまった。 ７

人の子供たち （３人はグアテマラ生ま

れ） と共に３つの部屋で寝るが，急に

つれてきた孤児たちのためにベ ッドが

足 りなくなったりする。コーデル もマ

リアも毎晩１０時半まで働 く。３９人の家

族や客たちは毎日３交替で食事をする

ので，マリアは日に２回チーズやバタ

ーを作 らなければならない。

グアテマラ人労働者がまだ仕事に使

う設備の取 り扱いや仕事の手順につい

ての十分な訓練を受けていないので，

コーデルは農場でのすべての状況を監

督 しなければならない。そのようにし

て １日中畑に出て働いた後，今度は家

へ帰って１１人の散髪をする。アンダー

ソン家の家族と２４０人のインデ ィアン

たちは団結 した １家族のように働 きな

が ら最初の２年間で共に実質的な進歩

をとげることができた。何 もない状態

から始めた彼 らが現在所有 しているも

のは次のとおりてある。

１．バプテスマを受け什分の一を納

める１０人のインデ ィアンの会員 と

集会に定期的に出席 す る多 くの求

道者．

２．建築中 の教会堂。

３．校舎，学習机 ，学習教材 （学校

の計画 と して子供 たちは学校 の野

菜園造 りや ３００羽の鶏の世話 を し

ている。）

４．平 日の夜 に行 なう教育 ・娯 楽映

画 と日旺 日に行な う宗教 映画 のプ

ログラム。

５． サ ノカー， フ ノ トボ ール，バス

ケ ノ トボール， テニス，卓球， ボ

ー ト
，水泳，読書 などの施設を設

置す るレク リエーシ ョン ・プログ

ラム。

６，４０戸 の公衆便所 （１９７０年以前，

イ ンデ ィア ンたちは公衆便所が何

てあ るかわか らなか った。）

７．住 居 として適 当でない小屋 のか

わ りに清潔 で近代的 な家 を建て る

建築計画 の開始。 （新 しい家か建

築 され るまでイ ンデ ィア ンたちは

現在住んてい る家に窓 を作 り，家

具を取 り付 け，また炉 を土 間か ら

離れ たと ころに移 して改良をはか

った。）

８．乾期 に不向 きの野菜やぶ どう，

その他 の果物類 の栽培 を可能 にす

るための 自動散水装置。

９．豚 １００頭 （現在 ほ とんと売却済

み） と畜 牛 １００頭。

義 ，

騨
騰離麟鍵

騨 饗難
賦 ７、イ ㌔

ゴ ノ ヨゆ

擁 〆 麺
環 凶 漸 颪

一 膨 ノ肇 薦

弩 ｛ 評ヘゾ ’≧写一 嵐
らこ
厳灘 ド

＿ 騨

翻ゐ 鞭 鰻撚
ヘ ロも 　 メ マ

，簾，馨 欝 講 ミ、霧

難鍵 華曜灘 ・

購薩鑓 ，
もぐ

’

．． 纏 彫繊慰 歓 ・　 蹴 輪欝

轡 一

議 凝 ．灘覇羅 １
、



騨

毒

鰐 謬

欝 響

嘩 磯翼 懸
＾ 艶

な ロさヂ
へ き

魏 麺 嘱 衿・
懸 瀞

Ｋ ξ

麩 繕 灘 襲 、
野 鶉

綴 罐 灘 綴 趨 塒
灘 灘 灘 灘 鑛翻 鑛 灘

難 曜 β鰻 号 胃 瞬 醒 、講

濯弊
， ・

職 鷺 澱 着
鴨 ． ㌻

撃 馨

澗 、 ，ｆ 三 、互 γゐき
㌦ ∫㌧、 郎 巨 ・ゴ 以 ． 「 馬 、 「㌧
げ く ず

、、．減 瓦 櫻 一 鴫 ∵ ・ ξ ’

ｈ 戸 ∵ ・ 、♂ ’一
トリ　ひ コリ

ｒ 婦 ㍉ ５ 。 ・ ・ 、

騨 ・ １ 応 ㌃ 二撫 ・ ．、。一

騨繍＼ 養∵ ∵ ゾ 吃
。 毒 勧 貯 ｖ ∵ ∫㌻

をも 蒐 ノ〉 ・
一 、 ・ ！ ．『

ク マメ ケ

懸 鑛轟 ’ 難

聯磯
瀦 ．
㌧

≦ 曾認

勝

夢，購
。、 輸 ∫
・懸 ・ヅ

、
‘｛ 爵 呼

擁 ’、 、

窃 望ぜ ノハ ム

着 撰 、 ，
り じ が

瑳 ． ジ ・

塔

磯聾
聴 ご” 拶 灘 爵
Ｐ 」 ㌦

沸 ｝ヂ ・
の ひのぞ

・
．『撫 ，

，鹸 難
憲 灘 ”

ヒ ｆ

臓

ゾヲ
ｆ ’ 戸

の だ

謎 聲 ＼ ち
ゆ も

器 ・ 姦

難謡
’１ 伊

ご射

ご織 継 ｔ鰐
ぜ り え ド い ド

懲 熱鐡
蝿瀞 騨「 ∵
懸 籏

汐 「か

熱躍

譲轟纏麟 議総癒 　鑑
‘

治療を必要としている人々の家庭を訪れ

ることもアンダーソン兄弟の仕事の一部で

ある。

１０．養鶏 （生後 １日の ひな ！，８００羽

を １ヵ月 に １度購入す る、 この利

益 の一部 は学校経営 に あ て ら れ

る）

１１。魚 を貯蔵す る貯蔵庫。

１２．余剰 の卵， ひな，野菜，チ ーズ

バターなどを売 るコバ ン市内 の小

さな店。

１３．病気 の早期発見 のための家庭訪

問計画。 （１９７０年 の病人訪問実績

は １，０００人 以上。 それ以前 には ５

才 以下の子供 の５０パーセ ン トが死

亡 してい た）

１４．食生盾 の改善， （妊婦 や就学前

の子供た ちには必要 に応 じて栄養

食品か供給 され る。またすべての

学校 の児童 の毎 日の給食にはチー

ズ栄養補強 された焼 き もち，野菜，

ケア２か ら送 られ る・インカパ リナ

入 りの薄い粉 ミル クが 与 え られ

る）慣 れない と吐 き気 を起 こす の

で普通の ミル クは与 え られない。

１５．繁栄 。 （労働者 たちはイ ンデ ィ

アンか以前得ていた賃金額 の最低

３倍 の賃金を 日給 と して 得 て い

る）

コーデル は農場の 自立経営 かで きる

ようになれは他の インデ ィアンの参加

も見込 んで いる。 また週 に １度は後に

リヤカーをつ けた 自転車を引 きなか ら

農場 を見 おろす 山の頂上 にある村落 に

病人 かいないか見て まわる こと もすて

に始 めている。 また教会 の他 の支部か

らイ ンデ ィア ンの若者 たちを家庭 に招

待 して ６ ヵ月 間訓練 している。 この目

的は若者 たちが十分 な知識 を得 て， そ

れぞれの家へ帰 ってか ら同 じよ うなフ。

ログ ラムを推 し進 め ることかてきるよ

うにす ることであ る。

レーマン人 に関す る予言 は，彼 らの

もとに福 音かのべ伝 え られ，「心 の暗が

次第 に消 えて・・皮膚 の色 が白 くて喜

は しい民 になる」 と告 げて いる。 （皿

ニーフ ァイ３０：５－ ６参照）グ アテマ

ラて貧困 と悲 惨の状態 にあった少数 の

レーマ ン人 たちは今， ア ンダーソン家

の人 々の努力 によ り大 き くはは たこう

としてい る。深 い愛 と忍耐，厳 しい労

働 と犠牲 を通 して これ か ら後 の年月 も

神に選 はれた民を多 く目さめさせ よ う

と望んてい る。 １人 の白人 の兄弟 とそ

の家族は， これか ら後 の年月 も神 に選

はれた民を多 く目ざめ させ るために，

愛 と忍耐，労働 と犠牲 を通 して働 くこ

とで あろう。

１， オ ル ソ ン ・プ ラ ノ ト ○教 会初 期 の 十 二

使 徒 評 議 員 １８１１～ １８８１年

２， ケ ア 対 外 ア メ リカ 援 助 物 資 発 送 協

会 ．営 利 を 目的 とせ ず ， ま た と の宗 派

に も属 さな い 個 人 的 な 篤 志 家 の援 助 協

会 で ２６の ア メ リカの 事 業 ， 宗 教 ，労 働 ，

友 愛 団 体 によ って 組 織 され て い る。 ヨ

ー ロ ソバ ， ア フ リカ， 南 米 ， 中近 東 な

ど の ４，０００万 人 の 人 々 に 食 糧 援 助 を 行

な って い る。

３２２
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ンダの茶色の ひとみは，織 り糸の入 っていないはた織

ワ り機
をぼん や りとみつめてい ま した。手 はひ ざの間に

組 まれ，長 い黒かみが そよ風にゆれていま した。数週 間 もの

間， １２歳 になるワンダとワンダのおはあ さんは，敷物 を織 る

計画をたて， その準 備を していたので した． ２人 は羊 の毛 を

つむ ぎ，それを洗 って，木 の根 やいちご， くるみ， それ に草

な どか らとった天然 の染料 で染 めあげま した。

おばあ さんは しわだ らけの手 で， ワンダにその毛を どの よ

うに してす き，織 り糸 につむ ぐかを教 えて くれま した。 ワン

ダは，注意深 くそれを見つ めま した。 なぜ な ら， これは ワン

ダに とって， は じめて織 る敷物だ ったか らです。

おばあ さんは， あげパンを作 るた めに こねた小麦 粉をいそ

が しそ うにたたきなが ら， そばのホーガン （ナバ ホー族 の土

の小屋） か ら顔 だけ出 して言 いま した。 「ワンダ，織 らな き

ゃ敷物 はほっ といて もできないよ。」「じゃ，おば あちゃん，

おばあち ゃんが前 に作 ったよ うな もようを描 いて くれないか

しら。 そ した ら私， それを織 るわ。」「だ めだ よワンダ，ほか

の人の描 いた もよ うを織 っていては， ほんとうの ナバ ホーに

はなれないのだよ，敷物 にはお前が 自分で考 えた ことを織 り

こまなければな らないんだ よ、 そうやって ナバ ホー族 にふ さ

わ しい人間で あることを証 明 しなきゃ。」

ワンダは， また，織 り糸 の入 って いないはた織 り機の方 に

もどって行 き，黒 い織 り糸 の玉 を手 にとって じっと見つめ ま

した。 「私 は何 を織 ることができるか しら。」 ワンダは 考 え

ま した。 「私 は， キ ャシ イ ・サィ レン トマンのように，す ご

い勇かんな経 験を した ことはない し， エル ピラ ・タクが会 っ

たよ うなえ らい人 に会 った ことは １度 もないわ。私 には敷物

に織 り込 むほ ど大切 な ものなんか何 もないんだわ 。」

ワンダは黒 い織 り糸 の玉 を地面 に投げつ け， ホーガ ンに入

って行 きま した。 お母 さん とおばあさん は， ち ょうどあげパ

ンをつ くり終えた ところで した， 「お前 のた めにあげパ ンを

こ しらえ たんだよ。」 お母 さんはにっ こり笑 って 言 い ま し

た 、 しか し， ワンダは聞いていないようすで した。

お母さんの長い スカー トは， さらさらと音 を立 て．銀 と ト

ル コ石でで きた宝石が火のパチパチ とい うリズム とうま く合

＼“
＼藁

ほ ん と
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バ ホ ー 族

鴫憲
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、

ト

〃

臨、．蛍 ．．．．、、

って， カチカチ音 を立 てて いま した。 しば らくしてお母 さん

がたずねま した。 「来年， 白人 の学校 に行 くか どうか決めた

の ？ワンダ」

ワンダは首をふ りま した，、行 きた くあ り．ませんで け 二＝ ワ

ンダは， ナバ ホー族の ひとりで した し， 白人 の習慣 は必妄 あ

りませ んで した。 「で も， どんなふ うにお母 さんに言 った ら

いいか しら。 なぜ た くさんの 乙とを一度 に決め なけれ ばな ら

ないんだろ うの ワ ンダは老 えま した。

「す ぐ決めな きゃいけませんよ
。」 おばあさん はワンダに

言い きかせま した。 「時間は もうあま りないか らね。』

ワンダは 自分が決めた ことについてまだ話 した くあ りませ

んで した，，ごちそうを食べ終えた あと，お母 さんが小 さい子

供 たちを寝かせて いる間 に逃げ出そ うとしま した。で も， お

母 さんは ワンダを止 めま した。 「ワンダ／」お母 さんは， ２

歳 にな る妹 の ロバータの上 に毛布 をか けなが ら言 いま した。

「もうこれ以上 のばす ことはできないのよ
。 あさって，職業

紹 介所 か ら くる人 に言 わなければな らないんだか ら。 それか

らほか にもうひ とつあ るのよ。」

お母 さんは戸 口の方に歩いて行 って ワンダについて来 るよ

うに合図 しま した。ふた りは はた織 り機の方へ歩いて行 きま

した。 お母 さんは着 ている美 しいナバ ホー族のス カー トを手

でのば しなが ら腰 をおろ しま した。 ｝一ワンダ，い とこの ビク

トリアを覚 えて る ？．」 「ええ， ３年間 白人 の 学 校 に 行 った

わ。』「そ して， ビク トリアは勉強 したた くさんの ことを どん

なふ うに話 してい るか覚 えて る ？今 ビク トリアは， それ らを

教 えて家族を助 けて いるの よ。」「ビク トリアがた くさんの こ

とを勉強 した ことは知 って るわ。』 ワンダは答 え ま し た。

「で もお母 さん
， それ らはみ んな白入の ことよ。私 た ちはナ

バホー族 だわ。私 に必要 なのは，料理 の方法や敷物の織 り方

やどのよ うに私 の家 を手 いれす るか とい うことだ けよ。∫ お

母 さんがお前 に言 いたか ったのはその ことなの よ， ワンダ。

お母 さんはお前 がナバ ホー族 のひと りである ことにほ こりを

持 ってい るのを うれ し く思 っていまず，だけど，私 たちは，

臼人の世界 といっ しょに進歩 しなければなちないの よみ翁前

のお父 さんと私は政府指定保留地 の新 しい家のひ とつに移 る

簿．
・黎 ｌｒ㍗



ことに決 めま した よ。」 ワ ンダは飛 び上 が らんばか りに驚 き

ま した。 「白人の家 に／ホーガ ンか ら移 るの／」 「そ うよ，

ワンダ，私 たちの ような大家族 には，ず っと住 み心地 がいい

で しょう。」

織 り糸 の玉 を じっとみつ めて いた ワンダは，お母 さんの方

を見 るとくるっと向きを変 えて， よ もぎの生 い茂 った丘の方

にかけ出 しま した。長 いスカー トが走 る時 に足首 に巻 きつい

て きま した。

ふいに彼女 は， はげ しく息 をき らせて砂 の上 に 倒 れ ま し

た。それか ら砂 の上 をゆ っくりと転が り，空 に浮かんでい る

ふわふわ した白い雲を見ま した。 白人 の家 に／ど うしてお父

さんやお母 さんはそんな ことができ るのか しら。私た ちはナ

バ ホー族 だわ。私 はいつだ ってナバホー族で いたい／白人 の

言 うとお りにな るなんてま っぴ らよ。

ワンダの 目は涙 であふれそ うにな りま した。 しか し彼女 は

ぐっとが まん しま した。ナバ ホーは泣 いた りしない とい うこ

とを思 い出 したのです。

とつぜ ん彼女 に １つの考 えが浮かびま した。 「そ うだ。私

の部族 の物語 を敷 物 に織 ろう。」 彼女 は決 心 しま した。私 は

仲間が 白人 にどん な扱 いを受 けたか，お父 さん とお母 さんに

思 い出させ たい。 そう した ら，私を白人の学校になんか行 か

せ た くな くなるわ。彼女 ははね起 きると，敷 物の もよ うを考

えなが らホーガ ンに もどって行 きま した。

ワンダが敷物 を織 りは じめた とい うニュースは，女性 たち

の間にす ぐひろが りま した。少女が たったひ と りで，最初 の

敷物 を織 る時， それは １つ の重大 な出来事 なのです。 だれ も

が 「ワンダはち ょうど ビク トリアのように，われわれ部族 の

宝 とな るだろ う。 われわれは彼女 をほ こりと しよう。」 とほ

ほえみなが ら言 いま した。

それ らの言葉 は ワンダの耳 につきささ り， ます ます速 く彼

女 に織 らせ ることにな りま した。 で もビク トリアは ３年間 も

私た ちか らはなれてたわ。 ど うして私 をビク トリアと くらべ

ることがで きるで し ょう。私 は白人 の学校へ は行か ないわ。

私 はナバ ホー族 よ／

ワンダの指はその夜 ，織 り糸の玉 をた くさん作 ったのでず

きず き痛み ま した。 「きっと， きれいなのがで きるわ。」 後

か ら声が しま した。 ワンダは見上げてお どろきました。 「こ

３２６

、

んにちわ。 ビク トリア」 ワンダは仕事を続 けなが ら， やさ し

く言 いま した。 「あなたの来 るの に気がつかなか ったわ。」

「ず っ とあなたを見てたの よ
。 じょうずねえ。その敷物 は何

についてなの， どんな物語 なの， ワンダ ？」 とビク トリアは

たずねま した。 「私 のは じめての敷物 は，私 のお じい さんに

ついてだったわ。」「あなたは，昔の話を織 ったの。」 とワン

ダはたずねま した。 「もちろんよ，私は ナバ ホー族 のひ とり

です もの。」 ビク トリアはワ ンダのとな りに腰をお ろす と砂

の上 に指を走 らせま した。

ワンダは ビク トリアを見つめま した。「で も，ビク トリア，

あなたは白人 とい っしょに暮 らして， 白人 の学校 に 行 っ た

わ ！」 「ええ，私 の家族 と部族 の人 々を助 けるためにね。私

は白人か らた くさんの ことを学 んだわ。 で も 私 は ナバ ホー

よ。私 は両 方の文化 の一番すば らしい ものを私 の部族 の人々

に持 って もらいたいの。私 た ちは白人 の持 っている良 い もの

と私 たちが いつ も持 って いた良い もの と両 方持 ちた い ものだ

わ。 いつか学校 に行 くで しょう。そ した らあなた も助 け るこ

とができるわ。」

ビク トリアが行 って しまってか ら， ワンダの今までの考 え

は，今 ピク ト．リアが話 した ことといっ しょにな って頭の中で

ぐるぐる回 って いま した。眠 ろうと して も眠れず，一晩中そ

の ことを考 え続 けま した。

朝 のやわ らかい 日ざ しが谷間 に しのび よ りは じめた時， ワ

ンダは織 り機 の方 に急 ぎま した。

彼女 の手 はお ととい と同 じよ うにす ばや く，確か に動 いて

い ま したが，顔 にはやす らかなほほえみが浮か ん で い ま し

た。 日暮 れ までにその敷物 はできあが りま した。 そ してみん

なが ワンダの作 品を見に集 ま りま した。

お父 さんはその小 さな敷物 を一番 は じめに見 ま した。 お父

さん はそれを長 い間， じっと見ていま したが ワンダの方 にふ

り返 って 「お父 さんはお前 をほ こりに思 うよ， ワンダ。」 と

言 いました。 「たいていの女 の子 は 自分 に起 こった出来事 を

織 るんだが，それ らはみ んな過去の ことで，それ らは もう変 え

られん ない ものだ。 しか し， お前 は未来 を織 った。 白人 の学

校 に行 き，世界を学ぶ ことに よってお前 がつ くり出す未来 を

ね。 それか らお前 は学んだ良い ことが らを私 たちの仲間 に持

ち返 って くれ るだ ろう。お前 は本当のナバ ホー族 だ。」
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質 疑 応 答

もし，神権 に病いをいやす力があるとすれ

ｉば，なぜ医師を必要 とするのですか。

解答者／ ステイプレー長老

らゆる知識の源は人に益，導き，恵みを与えるため，あ

神よりもたらされる。神は人に科学その他の知識を正

しく用いることを期待 して，人のために解放 しておられるの

である．ニーファイはこのように教えている。 「……人が最

善をつくしてはじめて，神のめ ぐみにより救われる。」（皿ニ

ーファイ２５：２３）私たちはこの言葉を神権の力によって病い

がいやされることと対比 し，関連づけることができる．すな

わち， 「あなたが最善をつ くしてはじめて，神のめぐみによ

り，神権の権能によりいや される。」 もし医師が入の病いに関

して技術や医学上の治療方法を知っているならば，治療する

、、 ための条件の一部 としてそれらを用いなくてはな らないので

はないだろうか。

医療科学は完全な主の計画であるいやしの過程の中でちよ

うどたいまつの役割を果たしているのである。医薬品と医療

技術の進歩により，過去においては限界とされていた病気や

苦 しみをいやすことができるようになっている。病気におか

された肉体は医学上の助けを借 りることにより，非常な回復

力を持つようになっている。

人の命は多 くの重要な要因に基づき形成 されている。肉体

は多 くの化合物か らなっている。それらは相関関係にあり，

健康 と生存を維持するには，それらすべてが正常に働かなけ

ればな らない。人の生活には，変調，病気，苦 しみ，傷がも

たらされるが，それらは医学が提供 し得る技術 と治療とを必

要 とするのである。

健康について論 じる時，私たちは主より与え られた健康の

律法である知恵の言葉を検討 しなければな らない。 この啓示

（教義 と聖約８９章）で，主は人のためにな らない物質と人の

ためになる地の産物に関する知識を明 らかにしておられる。

肉は控え目に用いられるべきである。 もしこの自然の法則に

従 うならば，私たちは健康を約束 される。

知恵の言葉を受け入れて，それに従っているのであれば医

薬品や医師を利用することもできるのではないだろうか。人

間の力は限 られている。しかし神の力は無限である。人の能

力で失敗 した時，神の聖 き力が忠実な神権者を通 じて引き継

がれ，時として奇跡が起るのである。

主は次のように勧告 しておられる。

「汝 らの中，誰にても病める者ありてその病人病を医さる

べき信仰を有たざるも而 もわれを信ずる時は，薬草と柔かな

る食物 とを与えて全 く懇ろに養うべし。・一…また教会の長老

を二人またはそれ以上呼びてその人の為に医しを祈り，わが

名によりて按手を為すべ し。……およそわれにありて医さる

べき信仰ありて，死の命を受けざる者は医さるべし。」（教義

と聖約４２：４３，４４，４８）

私たちは信仰ある者の群れのいやしの儀式が主の福音の計

画に含まれていることを感謝すべきである。

次にあげる例から，医師 と神権のいや しの力との間にある

３２７
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医学上のつながりを理解することができよう。

生後１４ヵ月になるある医師の息子が重病 にかかった。治療

の間，多くの専門医師に診療 してもらったが，病気の徴候を

解明できただけであった。結果として子供 の病状は次第に悪

化するだけであった。体温は４０度に上昇 し，家族は回復を全

くあきらあていた。子供の死は時間の問題であった。この時

い くつかの奇跡的な出来事が起 こった。前 もって約束 してい

なかったにもかかわ らず，監督 と副監督が家族を訪れた。家

族の要請に従い，監督会は灌油の儀式を施 した。祝福が終わ

るとほとんど同時に，家族の友人であったインターンが部屋

に入って来て， 「なぜ，輸血をしないのですか」 と言った。

そのインターンはだれにでも献血できる血液であったため，

す ぐに採血 し，子供に輸血した。子供の熱は４０度から平熱に

さがり，病院にはいっている間中，平熱が続いた。 これが，

医学上の処置が基本的に失敗し，医学上では子供の命が絶望

視されていた例である。そして神権者が登場 し，灌油の儀式

の後に，以前では計画 していなかった他の医学上の処置がと

られた。そして子供は命をとりとめた。今日，彼は成人して

愛 らしい妻 と家族を得ている。

もう一つは，重い心臓病にかかった人の例である。午前 ２

時，その入の体をおそっていた病気をおさえる努力は徒労に

帰したかに思われた。 この時， １人の教会幹部が部屋にはい

って来た。そして，灌油の儀式を施すと，その人の心臓の鼓

動は平常の状態になり，命をとりとめたのであった。彼は現

在に至るまですこぶる健康である５

このように，医学上の処置 と神権による灌油の儀式の間に

は相互の働きがあって，互いに助け合い，両者が病いのいや

しに貢献 していることが理解できる。

確かに医師は必要であり，大切である。だが神権によって

私たちはそれ以上の力を受け，奇跡的な治ゆやいやしが起 こ

るのである。 十二使徒評議員

デルバート・Ｌ．スティプレー長老

キスは何回まで許されますか。

３２８

解答者／ベニ．オン部長

この質問はひっかかりがありそうで興味あるものだが，量

的な答を求めているようである。質問者の書いた 「何回」と

いう質問方法はこの問題に関して考えると正 しくない方法で

あると思う。ユダがイエスにしたキスは大きな出来事であっ

た。私の知っているある女性がある男性に許 した最初のキス

も同 じようなことが言える。なぜならば，それに端を発 して

多 くのキスを重ねることとなり，悲 しむべき結婚を招いたか

らである。

このような質問が大切である。私はだれにキス を す べ き

か。なぜ。どのような情況で。

キスは２人の個人の間の感情を表現する非常に個人的な，

質的なものである。 ２人の全体的な関係の一部 として考えな

ければならない。

肉体上の成熟，映画，宣伝，音楽，物語，記事，会話等周

囲にある多 くのものが，愛情を発露させようとしている。こ

の非個人的で物質中心の世の中において，私 たちのある者が

家族，隣人，教会においてさえも暖かい人間関係を築き損 っ

ていることは悲しむべきことである。その結果，若人たちは

容認 と帰属感を求めて事実上の門外漢に足を向けている。

これが今日の傾向であることは認める。 しかし，あなたが

たが愛情を表現するにあたって，よく見分け，自制 しなけれ

ばならない理由は依然として存在する。御存知のように，キ

スはそれで満足するということよりも刺激を受ける要素の方

が強い。従って，回数を重ねることになる。男女が一旦，キ

ス，言葉を換えるな らば外的な方法によって愛情を分かち合

うようになると，これは ２人の関心の中心を占めるようにな

る傾向がある。このような男女は人格すなわち心，性格，成

熟 宗教上の信仰，道徳上の価値，目標という大切な分野の

探究を中止 して しまうことが多い。

もし結婚において真の永続する愛を得たいと望んでいるな

らば，感情を行動に移す愛情は心か らの友情，兄弟愛か ら生

まれるべきであり， これ らに先んじるものであってはならな

い。キスのためのキスは熱情を招 く。そして多 くの優秀な若

人が実際に自分が望む以上に深 く耽溺 してしまうのである。

道しるべとなる原則として，私は手を握 り腕を組み，キス

をするということにかかわりなく，感情を行動に移す愛情は

男女の全体的な関係の程度に一致 し，その性格に一致 したも
、のとするよう提案する。感情を行動に移す愛情はそれ自体を

終極 の目的とすべきではない。なぜならば， これは人に激情

をもたらすか らで ある。樹木のつぼみ，花，果実のように，

愛情を育て，次第に花を咲かせようではないか。心，性格，

信仰 という豊かな関係に根をおろした大きく自然な関係に感

情を行動に移す愛情を築こうではないか。キスが人の関係に

入 って来る時と場合は，その関係の性質と目的によるのであ

る。・ ・ ． 、 ユタ大学学生部副部長

ロウエル ・Ｌ ・ベニオン

読者の質問を歓迎します。 １人またはそれ以上の人が質問に意

見を述べ，解答は教会の教義の表明という形でなく，質問者に
ロ ヘ ギ も び　　 へ

援助と見方を与えるため記事にされます。 ＿ 一
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受けるために神殿に行 く人々もいる。

これ らすべての神殿の業 （バプテスマ，聖任，エ

ンダウメン ト，結婚，その他結び固めの儀式）は，

生者にとって も死者にとっても進歩と昇栄を得 る上

で必要である。

もしあなたが神殿へ行って結婚 したいと望むなら

ば，まず自身のエンダウメントを受けなければなら

ない。若い男性がそうするためには，メルケゼデク

神権を持っていなければならない。

予定 している最初の神殿訪問の日か ら逆算 して市

民結婚が １年に満たず，バプテスマを受けて教会に

はいってか ら１年を経ていないならば，大管長会よ

り結び固めとその前の自身のエンダウメン トを許可

する旨の手紙を受けている場合を除いて神殿にはい

ることはできない。

もし神殿で結婚するというのであれば，．国か州 も

しくは，神殿の所在する民事管轄機関による有効な

結婚許可証が必要である。

推薦状

しかしながら，推薦状 と呼ばれ るものを自分のワ

エ ル レイ ・Ｌ ・ク リス チ ャ ンセ ン

一 ド部の監督 とステ ーキ部長 か ら受 けなけれ ば
，神

殿に入 ることはできない。 あなたは監督 と面接 を し

なければな らない。最初 に，監督 か ら面接 を受 けた

後， ステーキ部長 によ りあなたは以下 の点 について

承認 を受 け る。

１．福音 の証 を持 っている。

２．教会幹部，地方 の管理役員を支持 して いる。

３．教会 の教 えとプログラムを受 け入れ，従 って

いる。

４．麻薬 の使用 を絶 って いることを含 め，知恵 の

言葉を守 ってい る。

５．道徳的 に清 い。 （姦 淫，密通，同性愛 な どを

行 なってい ない）

６．立派 な教 会員で ある。

７．法律上 の紛糾 にかかわ りを持 っていない。

もしあなたが 自分でふ さわ しい と感 じ，監督が あ

なたに資格 のあ ることを認 め，推薦状 を発行 し， あ

なたが信仰 あ る者，義 なる望 みを抱 く者，主 に信頼

す る者 としての態度 を とっているな らば， あなた は

主 の宮居 において人生で最 もすば らしい経験 を味わ

うことが できる。

衣服

結婚 をす るためあるいはその他 の神聖 な儀 式に あ

ずか るた め神殿 に入 る人４ は日常の衣服 か ら簡 単で

清 い白い衣服 に変え る。十二使徒評 議員会の ヒユー

・Ｂ ・ブラウ ン長老は この理由について次のよ うに

述べてい る。

「ここで我々は街 の衣服 をぬ ぎ
，俗 的な考 えをす

て清 く白い布 で肉体 を包むだけでな く，心 を清 い思

いの中に置 くのであ る。願 わ くは，語 られる言葉 と

大いな る感銘 と絶 え ることのない ものを益 と し， み

たまによ り教 えを受 け るよ うに。」

神殿 の儀式 にあずか るために必要 な衣服 はすべて

神殿 で入手 で きる。神殿へ行 く前 に，監督か支部長

と この点 について話 し合 うと良 い。

初 めて神殿 に入 る人 は，神殿内 にはいつ も世話を

して くれ る人が いる ことを知 ってお くべ きで ある。

神殿 の儀式 を執行す る人，受付，そ の他神殿で働 く

よう責任 を与 え られて いる人々が， あなたの神殿 で

の経験を うるわ しく意味 あるものにす るために援助

を して くれ るであ ろう．



エンダウメント

神殿で結婚する （もしくは夫 と妻として結びび固

め られる）前に，エンダウメントの儀式を受ける。

神殿のエンダウメントとは何であろうか。

「簡単に定義 しよう。エンダウメントとは，あな
１たにとって必要なすべての儀式を宮居で受けること

であり，この世を去 ったのち，御父のみ もとにかえり

得るよう，番人として立っておられる天使の前を通

りすぎ，聖なる神権に関する鍵の言葉，しるし，か

たちを天使たちに与えることができ，地や地獄をも

物ともせずあなたの永遠の昇栄を勝 ち得 ることがで

きるようにすることである。」（ブリガム ・ヤング説

教集 Ｐ．４１６）

あなたが自身のエンダウメン トを受ける時，地球

の創造と地球に人を住まわせること，来世での主の

子 らの昇栄に関する主の目的と計画についての教え

を受ける。

以前十二使徒であったジェームス・Ｅ・タルメージ

長老はエンダウメントに関 して明確に述べている。

「近代の神殿で行なわれている神殿のエンダウメ

ントは，過去の神権時代の意義と歴史，また人類 の

歴史上最 も偉大な現在の神権時代の重要性に関する

教えから構成される。この教えの過程には，創世期

の最 も顕著な出来事についての話，エデンの園にお

けるわれわれの最初の両親の状態，不従順 とその結

果喜びに満ちた生活か らの追放，ひたいに汗して働

くように命 じられた時の孤独で荒涼 とした世界での

２人の状態，この大きな背罪が贈われるという救い

の計画，大背教の時代，古代のあ らゆる権能と特権

とを備えた福音の回復，現世において純潔を保ち，義

に献身するという必要欠 くべか らざる条件，福音が

要求することに完全に従順であること，などについ

ての話が含まれている。

エンダウメントの儀式には各個人に課せ られる一

定の義務が含まれている。すなわち寛大で情深 く，

寛容でしかも清 くなるよう，厳格な徳と純潔 の律法

を守ること，真理を広め，人々の精神を高揚するた

めに才能と財産を捧げること，真理に身を捧げ続け

ること， この世の王であられる主・イエス ・キ リス ト

を受け入れることができるようその準備に貢献する

ためあらゆる方法を探 し求めること，などの誓約 と
へ

約束が含 まれている。各々の誓約に従い，責任を果

たすならば，条件を忠実に果たしたかどうかに応 じ

て約束 された祝福が与 え られ る。

神殿 の儀式 の一画，一点 といえ ど も人を高揚 し，

清め ない もの はない。すべての面 でエ ンダ ウメン ト

の儀式は，道徳的 な生活を送 るとい う誓約 ，高 い理

想に向か う精進，真 理のための献 身， 国家 への忠節

神に対す る忠誠に大 きな助 け とな る。」（主 の宮居，

Ｐ．７４～７５参照）

エ ンダ ウ （賦与 す る） とは豊 かにす る，他人 に，

永続 す る非 常に価値 のある何物 かを与 えるとい う意

味であ る。 エ ンダ ウメ ン トの儀式 は次 の ３つの点で

人 々を豊 かにす る。

１．儀式 を受 け る人 は神か ら力 を与 え られ る。

「参 加者 は至高者 よ り力 を賦与 され る
。」 （七十人最

高評議員， ブル ース ・Ｒ ・マ ッコ ンキー長老）

２．参加者 には知識を賦与 され る。 「彼 らは主の

目的 と計画 に関す る知識を受 ける。」 （マ ッコンキー

長老）

３．祭壇で結び固 め られ る時，人は 自身 のエ ンダ

ウメン トの一部 と して輝 け る祝福 ，力，誉 れを受け

る者 となる。

エ ンダウメン トは最 も大切 で最 も意義 のある祝福

で ある。主 は子 らにそれを受 け る資格 のあ ることを

望 んでお られ る。 あなたがたは 自身 のエ ンダウメ ン

トを受 け る日を心か ら待 ち望 むべ きで ある。

秘密ではなく神聖な祝福

神殿の儀式は非常に神聖であるため，公けにされ

ていない。義 しい生活をして資格を備えなければあ

ずかることができないのである。神殿の儀式は特に

この目的のために奉献された場所で行なわれ，神聖

であるため神殿外で詳細にわたって話 し合うことが

適切でないとされている。

昇栄 に欠 くことのできないこれ らの神聖な儀式を

受け，尊ぶ者は多 くの祝福を受ける。神殿の業に参

加することにより，人は福音の原則の教えを行動に

移 し，生 きたものとし，役に立つものとするための

助けを得 る。神殿は黙想 と祈 りの場である。

神殿は世の中から聖所 としてへだてられており，

小 さな地上の天国と言 うことができる。人は神殿を

訪れてしばしば 自らの誓約を新たにすることができ

るように，常にふさわしい生活を し続けるべきであ

る。
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△ 日，比較的若い年齢でイエス ・キ リ
フ ス トの福音を受け入れた人々は自分

たちの生活が劇的に変化しているのにしば

しば気づ く。

一般に会員になるとその人の毎日の行動

及び生活様式は大きく変化する もの で あ

る。彼らは新しい友人を得，新しい目標を

定める。おそらく，よその町や国で，以前よ

りも給料も名誉も低い新しい職を得る必要

があるとさえ思うことがあるであろう．，彼

らは今では自分のものとなった物の見方を

愛する者が理解しようとしない時，心を痛

め涙を流すであろう。 しかし彼 らは今まで

の生活では一度も体験したことのない愛を

味わうであろう。パウロの言葉のように，

彼 らは自らの喜びが他の人の毒びであるこ

とを見出すであろう。 ｑ コリント２：３

参照）

このような人々の人生はたいてい霊性に

富む心暖まる証で満ちあふれている。ここ

で次のヨーロッパ生まれの末日聖徒の家庭

の改宗体験を見てみよう。

２人のモルモンの長老のノックに応える

ことがこのスウェーデンのヘ リー一家の生

活を変えることになったのである。

「２人はとてもへたなスウェーデン語で

自分たちがアメリカからきた宣教師である

ことを告げました。」ジャー ド・ヘ リーはそ

の時のことを思い出してこう語っている。

「２人はあるメッセージを私たちに伝えた

いと言いました。私は彼ら２人の中に非常

に霊的なものがあると感じました。 ２人 と

もとてもりっぱに見えたのです。」

「主人は仕事にもどる途中で
，今はだめ

だが，いつかほかの時なら良いと言いまし

た．それで私たちは約束をしたのです。そ

し．て ２人はまた来ました。」

このようにして，ウィリーとジャー ド・

ヘ リーはエ９５６年，スウェーデンのシェルフ

ティアで教会に導かれた。

「最初に会った時から
，私は自分が非常

に長い聞待ち続けていた阿かを ２入が持 っ

ていることに気づいていました。」 と ジャ

ー ドは語っている。 「しかし，私はそのこ

とを宣教師たちに言いた くありませんで し

た。それで私たちはむずかしい質問をたく

３３２

さんして ２人をへこまそうとしました。し

かしそれは全 く失敗に終わりました。２人

ハ ロル ドセ ン博 士 は ブ リガム ・ヤ ング 大 学

の コ ミ ュニ ケ ー シ ョンの 准 教 授 で あ る。 １９６９

年 に Ｂ Ｙ Ｕの 教 授 会 に 加 わ る 前 Ｕ．Ｓ．ニ ュー

ズ ・ア ン ド ・ワー ル ド ・１Ｊポ ー ト誌 の シカ ゴ

地 区 の 編 集 者 で あ った。 以 前 ， 監 督 及 び 高 等

評 議 員 を 務 め ， 現 在 シ ャ ロ ン ・ウ ェス ト ・ス

テ ー キ部 の オ レム 第 １４ワ ー ド部 の 成 人 ア ロ ン

神 権 主 事 を して い る 。

生活 を

変 える

エ ド ウ ィ ン ・０ ・ハ ロ ル ドセ ン

．縫難

はあらゆることに関してた くさんのすばら

しい答えを知っていたからです。

宣教師が，生きている予言者について語

った時，ジャー ドは自分が幼い頃，母親に

言ったことを思い出していた。 「予言者が

いたらすばらしいで しょうにね」 という言

葉をである。

のちにスウェーデンの他の町エンチェビ

ングでウィリーの母親は友だちにジャー ド

を紹介して言 った。 「これは息子の嫁で，

モルモン教会にとて も興味を持 って い ま

す。」

ジャー ドは思い出してこう述べている，

「その人たちは教会の悪口を言い始めまし

た。私が以前に聞いたこともないようなこ

とをです。私はとて もおかしいと思いまし

た。

「いいえ，とんでもない，それ は 違 う

わ。』私は言いました。私はその人たちに宣

腋 師が教えてくれたことを乱 ても良いか

たずねました。そして私はジョセブ ・スミ

スの話をしました。みんな非常に静かにし

ていましたが，ついにメソジス トの宣教師

として何年もアフリカにいたことのある老

婦入が沈黙を破って言いま した。

「もしそれが真実なら，すばらしいこと

屡 わ∴

１∴凝繋鐘驚「で も私 は婦 人 た ち に言 い ま した ， ７私

が 心 か ら知 って い る こ とが ／つ あ りま す。

それ は この 教 会 が 真 実 だ とい う こ とで す ，，

その あ と私 は とて も幸 福 な 気 持 ち にな っ

て ， 踊 って 見 せ た い ほ どで した。 そ して ，

に こに こ して 鼻 歌 を 歌 い な が ら踊 るよ うに

して 家 に帰 り ま した 。 も しだ れ か 私 を見 た

人 が い た ら， 私 の こ とを 気 が ふ れ て い るの

で はな い か と思 った こ とで し ょ う 。」

この こ とが あ って ま もな く ジ ャー ドの 夫

も また 証 を 得 ， ２人 は バ プ テ ス マ を 受 け

た 。

ウ ィ リー は その 当 時 シ ェル フテ ィ ア新 聞

ニ ア ・ノ ラ ン ドの 編集 員 で 夜 間勤 務 を して

「最 初 私 た ちは ウ ィ リー が 新 聞社 で

つ らい 立 場 にな るの で は な い か と考 え ま し



た。皆，ウィリーのことを非難 したからで

す。でもウィリーが真剣であることを知 る

と，もう非難．しな くなりました」とジャー

ドは述べている。

のちに一家はスウェーデンの西海岸の小

さな町，ス トロームシュタットに引っ越し

たが，当時その町にはモルモンはひとりも

いなかった。他の教会の妨害にもかかわら

ず， ２年もたたないうちに，その町にはプ

ライマリー，日曜学校，活発なＭ ＩＡ活動

のあるモルモン教会の支部ができていた。

他の教会は小数のモルモンのグループを

ますます激しく攻撃 してきた。１９６３年にあ

る有名なスウェーデンの牧師が人々に私た

ちの教会についてあることを述べるために

派遣されたと，ジ辛一 ドは語っている。 し

ばらくの問この牧師は，アメリカから来た

「ナイロン靴下，風船ガム，そしてモルモ

ン」を取り入れないようにスウェーデンの

人々に警告していた。彼はいかに教会が悪

いかを報道するため地方新聞に記事をのせ

た。

その牧師がモルモンについて演説する集

会が計画されると，スウェーデン国内のあ

らゆる新聞がス トロームシュタッ トのモル

モンについての記事を載せた。この集会の

ために高等学校の講堂には５００人ものあふ

れんばかりの人々がつめかけた。ラジオや

テレビの報道関係者もその模様を取材しに

来てウィリーにインタビューをした。その

時ウィリーは支部長をしており，新聞社の ’

通信員 として働いていた。

「牧師が １時間半モルモンを非難する話

をした後，人々は質問を し始めました」と

ウィリーは述べている。 「うちの家庭医も

その牧師にどうしてそんなにモルモンのこ

とを気にするのか。スウェーデ ン人はそん

なに簡単にだまされはしないと言 い ま し

た。彼の言ったことはその夜一番かっさい

をあびました。」

数か月 して ジャー ドは地方部プライマリ

ーの仕事でイ干著チェピングの町㌍でかけ

た。すると１人の婦人が自己紹介をして，

次のように言・た覧．「私は新町 スト恥

ムシュタットの小数の勇敢なモルモンのグ

ループに対 してひどい攻撃が加えられた こ

とを読みました。私は宣教師が うちの ドア

をたたいた時中へはいってもらいました。

その時 ドアをあけたことを今とてもうれし

く思 っています。私も会員ですよ。」

１９６６年にエーテボ リの近 くのステナング

サンドに住んでいた時，ジャζ ドは隣人の

ヘルディス ・カーンに教会について話をし

た。そして，ヘ リー家が引っ越す前，ヘル
し

ディスはバプテスマを受け，ま．もなくして

夫のベングトも教会に入 った。現在彼はス

ウェーデンの 「北極圏の地」のルレオ支部

の支部長をしている。、

ベング トがこの教会の職に召されたのち ．

ウィリーは断食集会で次のように語った。

「私の妻は教会の一支部の全会員を集め，

今ここに支部長をも得たのです。」

ヘ リー一家は現在港町，エーテボ リに住

んでいるが，家庭の夕べではいっしょに集

って歌っている。ある時，そこへ隣人のユ

ダヤ人， トニー ・レビンが聞きに立ち寄っ

た。そして １か月もたたないうちに トニー

と妻のマスザも会員となった。現在 ２人は

ス トックホルムで地方部のＭ ＩＡ指導者と

してりっぱに働いているとウィリーは報告

している。先頃レビン夫妻 と３人の娘がベ

ルンのスイス神殿で結び固めの儀式を受け

た時ウィリーも同行した。

教会に入って１４年経た現在，ヘ リー一家

は教会に活発で幸福に暮 らしており，主の

み業を進めるために奉仕 している。ヘ リー

一家はスウェーデンで２番目に大きい都市

主一テボリの第 １支部の会員で，これまで

にもスウェーデンの要人の前で証を述べ教

会について語る多 くの機会を得ている。

ウィリーは発行 され て い る多くの新聞

に，教会に関する記事を寄稿し，幸福な家

庭について連載記事を載せ，また改宗した

別のモルモンの家族の記事も載せた。

ウィリーは現在 「エーテボ リ・ティドニ

ンゲ シ」という日曜版の編集記者として働

き，多 くの読者を持っている。最近ソー ・

ハイエルダールがパ ピルスの船，ラー号で

．大酉洋を横断した時，今り一兄弟はムイエ

川ダール博士の航路とモルモン経に記され

、ているジェレドとリ’一ハイの航海とを比較

しなが ら記事を書いた。そめす ぐ後ハイエ

ルダール博士の母国，ノルウェーの有力紙

がヘリー兄弟の資料をもとにして長い記事

を載せた。

１９６８年ジャー ドは，その年開かれたスウ

ェーデンの母親コンテス トに出場し最後ま

で残った１０人のうちの １人であった。 コン

テス トの当日ジャー ドはお祈 りをしたが，

勝つようにではなく 「きょうだれかに福音

を説 く」機会が与えられるように と祈 っ

た。そして昼食の時彼女は，偶然にスウェ

ーデンのある有力誌発行者の隣りにすわっ

たのである。

「その人は私がモルモンであることを知

っていました。それで彼は私に教会につい

てた くさんの質問をしました。私たちは今

でも親しくつき合ってます。そして彼はモ

ルモン教会をすばらしいと考えています」

とジャー ドは述べている。

コンテス トの翌日，優秀な母親に選ばれ

た １人が長距離電話をかけてきてジャー ド

にたずねた。 「あなたはどうして他の人と

そんなに違っておられるのですか。」彼女

は１時間以上も話し，その人に証を述べ，

教会について教えた。そして宣教師がその

婦人にレッスンを始めた。

ヘリー一家の ７人の子供たちもまた熱心

な宣教師である。子供たちは皆クラスで，

教師や書記として奉仕し，また音楽，ダン

ス，スポーツなどを通して教会で活発に活

動 している。

ウィ リーは支部長会の副支部長をしてお

り，一方 ジャー ドは地方部Ｍ ＩＡの管理会

員 とプライマリーの教師をしている。

父親 と母親，そして１０歳か ら１８歳までの

子供たちは夜明け前新聞配達をしている』

一家はまた馬を調教 して売っている
。夏の

問はスウェーデン，ノルウェー，フィンラ

ンドから来る，４００人から６００人の子供たち

のために観光牧場を開いている。ほとんど

の 人炉起きよケとする時，ヘ リ「十 家はす

でに数時間も働いているのである。そして

仕事と学校が終わった後教会の活動をして

１日が終わる。月曜 日の家庭の夕べで一家

は歌い楽器を演奏する。

ヘ リー一家は多忙だが生活にはりがあり

不幸になるすきなどないのである。
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家 の屋根 におそいかか るようで あった。 ジムは しば

らくの間 うなるような風 の音を聞 いて いた。

「屋根 はちゃんと くっつ いて るんだ ろうね 。」 ジ

ムは茶 色の髪 を した美 しい妻， メア リーか燃 えさか

るまきス トーブの ところか らこち らへ来 る時 こうた

すねた。

「もし
，屋 根が吹き とはされ た ら，取 りもど しに

出かけない といけないわね。」妻 は笑 って答 えた。

「ジム
，今晩 トラ ソクを 修理す るつ もりなの。」

妻が こう付 け加 えた とき， ジムは妻 が少 し心配 して

い る様子な のに気づ いた。

す ぐには返事を しなか った。湿 った上着 を取 って

プロムレイ姉妹はイギリスに生まれ１９６３年に西部

オーストラリアに移住しそこで教会に入った。 ３児

の母親でパースの第５ワー ド部扶助協会で教養の教

師，プライマリーでメリーハンズの教師として奉仕

している。

３３４



卜

陸
１・

身 にま とうと，が っち りした肩を悪 寒が走 り， ジム

は思 わず身ぶ るいを した。

塚 にいて も修理 できないか らね 。」 ぶ っきらぼ

うに答 える と，玄関の ところまでついて きた メア リ

ーにす ばや くキス を した
。 メア リーは妊娠 ８ヵ月 で

あ りその体 は重たげで もの うい様子 だ った。・ジムは

メア リーを安心 させ るように抱 き， 心の動揺 を さと

られ ないように気をつ けていた。

「ジム……」 と彼女 は哀願す るように夫の腕 に手

を置 きた め らいが ちに言 った。 「きようはホ ーム ・

テ ィー≠ ヤーが来 る晩 よ。覚 えてい らっ しゃる。」

「覚 えて いるとも
。」彼 は こう言 って 力い っぱい

ドアをあげた。

風 は怒 り狂 った ように吹 きす さみ，暗 闇の中を故

障 した トラックの置 いてあ る納屋に行 く途 中の ジム

あが けて襲 うように吹 きつけた。嵐 か ら逃 れて納屋

に入 ると， ジムは あか りをつけなが ら意地悪 そ うに

ニヤ ッと笑 った。 こんな悪天候 の中をは るば る２５マ

イル もや って来 るのはばかか気違 いだけだ……。 そ

れ にホーム ・ティーチ ャーは町の人 間だ しこんな危

険な夜 は慣れてな いはずだ。 こんな時にまで奉仕 す

るなんて ……。 ジムには期待 す る気持 が全 くなか っ

た。 も し来 るな らば 自分が会員 にな って ２年 の間に

得た以上 の ものが教 会にはあ るに違 い な い。 しか

し， ジムはウ ィリアムズ兄 弟 とマー シュ兄弟 の忍耐

強 さを認 めざ るを得 なか った。 ２人 はこれまで １度

た りとも月々の訪 問を欠か した ことがなかったのだ

った。そ して ジムは ２人 の兄弟 が今夜 の嵐 にめげず

どうにか してその記録 を守 って くれ ることをひそか

に望 んで いた。

トラ ックを修理 しなが ら， ジムは メア リー と共 に

教会 に入 った ２年前 の 日を思 い返 していた。水 の中

に立 ちバ プテスマの祈 りを聞 きなが ら， ばか なまね

を して物笑 いにな るのではないか と気づ か っ て い

た。 その あとジムは新 しい人生 の出発点 にいるよ う

な新 たな気詩 にな っていた。

そ して， ジム とメア リーは教会 の活動に活発 に参

加 していた。 １月 もたた ないうちにジムは執 事 とな

り， そのす ぐあ と教師 にな り，続 いて 日曜学校の第

２副会長 の責任が待 って いた。 ジムは ますます教 会

に時間 とエネル ギーを注 ぎ込んで いるのに気がつ い

たがそれ はすべてや りが いの あることだ った。バプ

テスマを受 けて １８ヵ月後 ジムは長老 の職に按手聖任

され た。 その時 ウ ィリアムズ兄弟が これを記 念 して

聖 別された油 の入 った小 さなびん をジムにプ レゼ ン

トした。 「フ ァーガソン兄弟」 ウイ リアムズ兄弟は

言 った。 「これか ら君 は神権 と共 に生活す るのだ。

神権 は命 の次 に大切だ よ。君が受 ける祝福の中で最

もすば らしい ものなんだ。大切 に使 いたま え。」

それか ら事態 は変わ った一 それは知 らない間に

進 んで行 った。 たぶ ん最初の きっか けは トラクター

が故障 した ことか らだ った。種 ま きの季節 も近 づい

てお り， ジムは什分 の一 のお金を トラクターの修 理

代 に使 った。そ して不足分は いつか埋め合わせ ると

自分 に言 い聞かせて いた。種 まきが優先 し集 会は欠

席が ちとな り，急 に農場で必要 になったい ろい ろな

雑用 を している うち，つ いに全然 出席 しな くな って

いた。

ま もな く安息 日はジムにとって平 日と同 じよ うに

な り，朝か ら晩 まで働 いた。そ して月に １度 ，第 ２

金曜 日ごとに熱心な ホーム ・ティーチ ャーが農場 を

訪れ るようにな った。教会に出席 しない ことをユー

モアを交 えなが らしか るのを聞いて内心気が とがめ

なが らも，３０分を我慢 して過 ご した。

ジムはホーム ・テ ィーチ ャーた ちが りっぱな人 物

で あることを認 めざるを得 なか った。 しか し， ２人

は農作業が週 ７日制で １日１６時間の労働 の仕 事であ

るということに気づ いていない様子 だ った。讃美歌

を歌 った り，話 を した りす る時間 さえ もないのだ。

額 に汗 して （モーセ ５ ：１参照 ） この仕事 をす るこ

とで神 を礼拝 したではないか。 さもない と家族 は飢

えて しま う。

３３５



３３６

ドライバーを荒 々 しく回 したので止 め金が ポキ ッ

ト折 れて しまった。小声 でのの しりなが ら代わ りの

止 め金 はない とい うことはわか っていたが道具箱を

まぜかえ してみた。止 め金 はなか った。 ジムはうん

ざり して ドライバーを道具箱 めが けて投げ つけた。

ドライバーはガチ ャンと音 をたて て入 った。

「ど うにで もなるさ
。」， と彼 は思 った。今夜 は交

通機 関が何 もないんだ。

納屋 の ドアを力いっぱい押 しあけると風が まと も

に当た り， ジムはせ き とめていた水が流れ るように

降 る雨 の中に吸 い込 まれた。 中庭 を突切 る時 にまた

上 着はび しよぬれにな り，背 中に寒 けが して思 わず

身振 い した。

嵐か ら逃 れてや っとの ことで心地 よいわが家 に着

き ドアを押 した時， ジムは家 の中の様子 がおか しい

のにす ぐ気 がついた。それは本能 的な も の で あ っ

た。何かが， どこかがおか しいのだ。

彼は急 いで台所へ行 った。椅子 が倒 れ，、やかんが

その そば に転が っていた。そ して もうもうと湯気 の

立 ちこめ る中 にぐった りと倒 れていたのはまぎれ も

な く妻の メア リーで あった。

永遠 という中に あ つて時が一瞬止ま ったかのよ う

で あ？た。 しば らくの間 ジムは事態がのみ こめなか

った。体 に一撃を くらった ような気が した。’急いで

あおむ けに したが妻は気を失 っていた。倒 れた時に

打 った左 の こめかみの青黒 いあざがはれ あが り，熱

湯 をかぶ つた顔や腕 には大 きな赤 い斑 点がで きてい

た。彼女 は意識を失 つてお り，閉 じたまぶたは紫色

に変 わっていた。 ジムはメア リーが死 んで しま って

彼 の もとに もうもど つて来 ないのではな いか とい う

言 いよ うのない恐れを感 じた。 そ して， メア リーの

胎 内で生 を受 けた赤 んぼ う も死 んで しま つたのだ ろ

うか ？ 永久 に………

その時， ジムは家 にあるただ １つ の輸送手段が こ

の最 も必要 な時 に故障 して納屋 に放置 されて いるの

を思 い出 した。 なすすべ もな くあた りを見回 し， そ

れか ら毛布 を取 りに走 つた。急 ぐあま りメア リーを

くるむ手 は思 うよ うに動かなか った。 ど うすれば良

いか考え ようと したが，気 がひど く動転 して いて い

ろい ろな ことが頭 の中をかけめ ぐ つた。

そ うだ薬箱 だ。何 か役 に立 つ ものが入 つているか

も しれな い。 大股 で小 さな戸 だなの ところに行 き，

戸を あけると，気違 いのよ うにな って ビンやチ ュー

ブの容器をひ つか きまわ した。 す ると指 に小 さな白

いプラスチ ックの ビンが触 れた。 「何 だろ う？」 し

ば らく考 え薬箱に投 げ もどそ うとしたが， その一 瞬

ある記憶が心の中 によみがえ って きた。 ふたを とり

手の ひ らにきれい な油を １滴落す とその記憶 はます

ます はっき りよみがえ って くるのだ った。 それは聖

別 された油だ った。按手聖任 された とき， ウィ リア

ムズ兄弟が 自分 に くれた ものだ った。今 とな っては

この聖別 され た油 はも う何の役 に もたたなか った。

なぜ な ら， トラクタ「が什分の一 に優先 し，農場 の

雑用 が教会 の集会 に優先 して しまっていたか らで あ

る。

その時，一 つの聖句が彼 の頭を よぎった。 「まず

神 の国 と神 の義 とを求 めなさい…… 。」 （マタイ ６ ：

３３参照）彼， ジム ・フ ァーガソンは そうしなか った

のだ。彼 は神 と神権 と教会 とに果たすべ き責任 を怠

ったのだ。 そ して，世界中で一番愛 して いるメア リ

ーを裏切 ったのだ。 そ して，何 よ りもジムは まさに

生 まれよ うとしている子供 を裏切 ったのだ。

メア リーはまだ意識 を失 った ままだ った。 ジムは

あ ることを しなければな らないことを知 って いた。

ジムは手 に．したぜンを見 つめ ピンを持 って指を しっ

か りと組 み合 わせ た。祈 りだ。祈 らね ばな らない。

それ も一心 に。

ジムはメア リーのそばにひざまず いた。見知 らぬ

世界に半 分行 きかけてい るメア リーを連れ もどさな

ければな らない と思 った時，ふ と恐れが心の中を よ

ぎった。 ウィ リァ ムズ兄弟が ６ヵ月前言 った神権を

使 う時はま さに今 なのだ。 ジムはたま らな く心細 く



感 じ，頼 もしいウ ィリアムズ兄弟の声を聞 きたい と

心 が さけんばか りに願 った。 しか し時計 を見 ると，

ホー ム ・テ ィーチ ャーが来 る時間は もう １時間 も過

ぎていた。 やは り， ２人 は嵐のため に来 れ な い の

だ。 ジムはひ とりでや らね ばな らなか った。

ジムは， 目に涙 をいっぱ いためなが ら灌油 の儀式

を執 り行 な うための言葉を思い出そ うとした。 しか

し言葉 は頭 の中で前後 し， どうい う順序 で言 えばよ

いのかわか らない。口に出 して言 おうと したが，言 い

かけた言葉 はつ っか えるだ けで あった。涙 がゆが ん

だ顔 を流れ落 ちた。 ジムは絶望 的な気持 で握 りこぶ

しを頭の上 にあげた。す るとや っと声が出てきた。

「おお
，神 よ」彼 は叫んだ。 「ど うか私 の罪 をお

許 し下 さい６主 よ申 し訳 け ございませ ん。 ど うか私

を助 けて下 さい。 どうか助 けて下 さい。」

ジムは身を震わせなが ら天 をあおいだ。過去 ６ヵ

月間の出来事 が走馬燈 のよ うに浮か んで きた。彼は

地上 で住 むべ き場所 と生命 を自分 に与 えて くだ さっ

た神の もとに， もう一度 たち帰 る時が来 た と思 っ

た。 ホーム ・テ ィーチ ャーは正 しか った。真の教会

にもど らなければな らないのだ。教会 に もどること

が決心のい ることはわかっていた。だが ジムは メア

リーのために，子供 のためにや ってみ よ う と思 っ

た。

再 び ジムは メァ リーの頭 に手 を按 いて 目を閉 じ，

口ご もりなが ら自信 な く言 い始 めた。 「メア リー ・

ファーガ ソン……」 いや，違 う。 フル ネームでな け

ればいけない。 メア リー ・エ レノア ・ファーガ ソン

これだ。 メア リー ・エ レノア ・フ ァーガ ソン。

再 び言 お うと口を開 きか けた時， ジムは メア リー

の頭 においてある 自分 の手 にさ らに もう ２組の手が

按 かれたのを感 じた。 ジムの手 に触れた その手は暖

か く，頼 もしい手 だった。驚 いて思わず顔 を あげた

ジムの前 にあ ったのは， ウ ィリアムズ兄弟の暖か く

あわれみ深 いまなざ しだ った。 ジムのそばにひざま

ずいていたのは同僚 のマーシュ兄弟で あった。

罰 か らのが れ る こ と

リチ ャー ド・Ｌ・エ バ ンズ

亜 を行なわない理由について述べたプラトンの有名な
’巳∂、

言葉がある。 「たとえ罪を神が許 したまい，他人が

知らないとしても，私は自分の中に存在する消 し去ること

のできない罪のために自分 自身を恥 じるに違いない。」すな

わちこの言葉はもし人が威厳，自尊心，また人生の目的や

律法を重んずる気持ちを持たずに行動するならば，因習や

習慣，さらには戒めの及ぶ範囲までも越えた償 うべきもの

が，人の心の中には本質的に存在するということを言って

帆るのである。

人は創造主のかたちに造 られたのであるから，自分自身

を尊び，内的にも清 く安 らぎを得ることができるように生

活しなければならない。 しかし１つの問題は，全体的に見

て，我々には行ないの結果からたえず放免されることへの

願い，すなわち行ないから生ずる応報を回避しようとする

一種の甘さがあるようだ
。我々は過程に関する意識，つま

り何が事態をひき起こすかということを考慮せずにいるの

ではないだろうか。

我々は道にはずれた生活をした結果生 じた事態をいかに

回避するかについてはよく心を配 るが，いかなる生活をす

べきかについてはあまり関心を示 さない。ある意味で我々

は，結果を考えずには行なうことのできない事柄がい くつ

かあることを忘れている。不道徳な行為をした時には必ず

その代償を払わなければならない。また正 しい生活のより

どころを間違 った方向に変更すれば，不道徳は我々を荒廃

させ，心を変化させてしまうだろう。我々は励ましを求め

る。例外もあるのだと言 って くれる人を望む。すべきでな

いことをしても，それでいいのだと言 って くれる人を求め

る。

しかし我々は思い出さねばならない。あるものが生み出

されるにはその過程があり，結果が生ずるにはその段階が

あることを。それは習慣牟定あたものでもなければ，まし

てや戒めの定めたものでもない。ただ人間の天性 人は

何なのか，なぜここにいるのか，何になり得るのか だ

けによるのである。

この問題の唯一の解決策は，しなければ良かったと思 う

ことをしないことである。生ずる結果を恐れなければなら

ないようなものは初めからしない方がいい。 「たとえ罪を

神が許したまい・他人が知 らないとして も，私は自分の中

に存在する消 し去ることのできない罪のために自分自身を

恥 じるに違いない。」

ス ポ ー ク ン ・ワー ド

１９７０年 １１月 ８ 日放 送
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日 本 東 伝 道 部

石 井 一 家 の 改 宗 （札幌支部）

佐々木姉妹とエヴァンズ姉妹は，その日，頭から雪をかぶり，寒

さにふるえながら石井家のベルを押 した，，石井家の人々は，人なつ

っこい大 きな目と，あたたか味のある輝 くようなほほ笑みを浮かべ

て訪れたこの２入の姉妹に一目で好感を持ち，良い印象を持った。

姉妹達は，手短に福音の紹介をし，教会へ出席する様頼んで，辞去

した。

彼女らが去ってから，石井家の話題は姉妹達のことに集中した。

石井兄弟が一番不思議に思ったのは，何のためにこの寒さをものと

もせず，戸別訪問までして教会のことを紹介して歩 くのだろうか？

動機は何だろうか ？何故寄進を頼まなかったのであろうか？それに

しても，あの宣教師達はどうしてあんなに暖かく，親切なのであろ

うか？石井姉妹は，福音のメッセージが実際的で理解し易いことに

強い印象を受けた。そして生活の指針として，この宗教をもっと研

究 してみたいと思った。 ２人の子供達は，姉妹達が置いて行 った美

しいオ リンピックマー クの入ったパ ンフレットに興味を持ち，それ

に書いてある英会話のレッスンに出席してみたいと思った。この様

にして，姉妹達の訪問は，石井家の全員に好奇心の種を心の中に蒔

くという点で大 きな効果をあげたのであった。

２日後，石井一家は揃って教会に出席 した． ８入の宣教師全員は

こぞって歓迎した。その後石井一家は，日曜学校，Ｍ ＩＡ，英会話

と出席し，毎日教会から確かなものを学んでいった，やがて一一家で

週 ｉ回の家庭集会を受けるようになって，だんだん教会のことが解

って来ると，石井兄弟は重大な問題にぶつかった。彼は神の真実性

と，宗教の意味を自分自身で見極めなければならなかった。宣教師

の伝えるメッセージが真実か，偽りか，彼自身で定めなければなら

ない． この問題は，宣教師が彼に代って決定出来る性質の問題では

無く，彼 自身で確信を得ることが大切なのであった。石井姉妹は，

兄弟とは違 ったやり方でよく理解 した。彼女は宣教師達の告げるメ

ッセージそのものより，それを告げる人達に強い印象を受けた。メ

ッセージをもたらした使者自身の

態 度 その もの も また ， メ ッ セー ジ

の 真 随 を 語 って い るか らで あ る。

家 庭 集 会 と平 行 して ， ３ヵ月 間

の石 井 家 の求 道 期 間 中 い ろい ろな

フェ ロー シ ップ活 動 が 計 画 さ れ

た。 月 寒 の ス ロー プで 開 か れ た チ

ュー ビ ング （タイ ヤ の チ ュ ー ブ に

乗 って 雪 の上 を滑 る競 技 ） ， ジ ン

ギ ス カ ン ピ クニ ッ ク， ス ポ ー ッ

会 ， ポ ッ トラ ックタ 食 会 等 は ， す

べ て 宣 教 師 達 と， 石 井 一 家 の 間 の

信 頼 と尊 敬 と愛 を 深 め ， 一 層 親 し

へと導 く強い影響力を及ぼす迄に

なった。その頃伝道部長宅で開か

れた ファイアサイ ドに招かれた石

井兄弟は，遂に全力をあげてバプ

テスマを前提とした勉強を始める

ことを決心 した。

家庭集会 も．…段と熱 が こめ ら

れ，特に石井兄弟に重点を置いて

熱心な質疑応答が進められた。同

時に彼は毎晩夜半過ぎ迄モルモン

経を読んだ。或る時は，彼の目は

疲れ切って，もうこれ以上 １行 も

読めない とい う状態に迄頑張っ

た。タバコと酒は，彼が長年の間

親 しみ， １日として欠かしたこと

はなかった。実際彼は家庭集会が

始まってから最初の３回位は，集会中でさえも依然としてタバ、コも

酒 も続けていた．森永乳業の管理職にある立場上，お客にお茶，タ

バコ，酒で接待するのは，彼の重要な仕事の一部でさえあった。彼

は常に誘惑にさらされていた訳であった。

バプテスマを １週間後に控え，石井兄弟は，益々熱心に勉強し，

祈り，またかつて経験のない程深 く反省 し熟老 した。彼の精神状態

は極度に緊張していた様子であった。その時になって，彼は足指が

化膿し高熱を出して床についた。バプテスマの２日前 彼は床につ

いている間も，断え間なく問題 と取 り組んでいた。或る夜，彼は遠

くの方で，聖典の表紙に彼の罪が １つ １つ書き出され，そしてゆっ

くりと消されて行 くのを見た。彼がこうして，努力 して，一歩一歩

登 りつめ，そして遂にバプテスマという１つの頂点に到達 し得たこ

とに，石井兄弟自身はもとより，彼の家族の喜びは大きかった。そ

の日曜の早朝，石井兄弟は水の中か ら出て来た時，彼の肩に今迄の

しかかっていた重荷がすっかり除かれているのを感じた。彼は証詞

を見い出した。

尋

轟

くなった。…旦こういう親しみが生まれると，単に宣教師と求道者

の教師対生徒の関係よりもっと深い信頼が生まれ，種々の個人的な

問題や不安，引込思案なども，打ち明け易くなるものである。この

ようにして， ８人の宣教師全員がその家族の信頼を得て，今や改宗

騨 ノ

’凝

調

石井一家は，彼等の生活の中に

大きな変化がすでに起こったのを

感 じている。石井兄弟は，かつて

は，毎晩のように友人達と夜半過

ぎ迄酒を飲んで過ごしたこともあ

った。現在は，勿論飲酒はきっぱ

り断って，家族 とのだんらんに喜

びを見い出して い る。彼は先を

見，彼にとって家族が一番大切な

ものであることがわかった 彼は

犀長の誇りを も って，家庭の夕

べ，家族の祈りを司会する，，彼の

妻は，今迄より…層彼を理解 し，子供達は父親を非常に尊敬する．

会社に於ては同僚に対 して，愛と理解と，謙遜な態度で，自制しな

がら接する様になった。

３３８



日本西部 伝道部 のペー ジ

ニクソン大統領はモルモン教会 と教会の教える生き方に深い尊敬と

賞讃の意を表明した。

西部伝道部 の宣教師 ロバー ト・Ｃ ・ハ ンツマ ン長老

の実兄 ジ ョン ・Ｍ ・ハ ンツマ ン兄弟 は このたび， ニク

ソン大統領 より特 別補佐官 に任 命され た。 当教 会員て

初 めて この任 についたハ ンツマ ン兄弟 を追 っ て み よ

う。

ハ ンツマン家 は ６代にわた りユタ州 に住む モル モ ン

ー家て あるか，後に カ リフォルニア州 に渡 った。 そ し

て １９７０年 にハ ンツマン兄弟は厚生福祉省 の副長官 に任

命 され， ワシ ン トンＤ． Ｃ．に移 った。 それか ら６カ

月後 に３４歳 で このハ ンツマン兄弟 は大統領特別補佐官

に任命 されたのて ある。ハ ンツマン兄弟は ホワイ トハ

ウスの人事，予算，行政問題 を担 当 してい る。 ニクソ

ン大統領 と接 している彼 に近況を尋ねてみ よう。

「大統領 はいつ もモル モ ン教会 と教会の教え る生 き

方に対 して深 い尊敬 の念 と賞讃 の意 を表わ さ れ ま し

た。」

「ほんの ２～ ３週 間前， ニクソ ン大統領 は， 「合衆

国の中で最 も優 れてお り，また最 も生産的 な教育制度

の一つ はモル モン教会か運営 してい る組織で ある』 と

話 され ま した 。」

「私 はある古参の大統領補佐官 か ら， ゴあなたは什

分 の一を払 ってい ますか』 と尋 ね られま した。 その人

は教会員て はあ りませんで したか，その人 はきっ と，

私か もしこの約束を守 ってい るな らは，大統領 に対 し

て もあ らゆる約束 を守 るだ ろうと思 ったにちがいあ り

ませ ん．幸 いに も，私 は 『はい」 と答 え ることができ

ま したＤ ここ， ワシン トンに

． 亨 ・

桟
群 現

は， もしその人か活発な モル

モ ンて あれ は，た め ら っ た

り，物事を中途半端に した り

しない人 と して頼 りにされ る

とい う強 い風潮が あ ります」

と語 った。

ニクソン大統領は彼の特別なアシスタントであり，また献身

的な教会員であるジョン ・Ｍ ・ハンツマンと会談しました。

日本西部伝道部て伝道中

のハンツマン長老
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待望 の チ ャペ ル

完成問近の松本支部全景

オ ー プ ンハ ウス 近 づ く！

欝

建築に励む建築宣教師と兄弟達

日 本 伝 道 部

長野県松本市，アルプスの山々に囲まれたこの町に，臼亜

のチャペルがまさにできあがろうとしているのです。聖徒達

の長い間の望みがようや くかない，今年の四月，まだ寒 さが

身にしみる日に くわ入れ式が行なわれ，建築がはじまりまし

た。建築がはじまって以来，暑い日も寒い日も，力強い平林

支部長のたゆまぬ励ましと模範，建築宣教師，会員達の必死

の働 きとによって，待望のチャペルが刻々と完成へ近づきつ

つあ るのです。

その建築 中の建物 において， ９月２４日，松 本支部主催 のバ

ザーが 開かれ ま した。晴天 に恵 まれた その 日， 会員達 によ っ

て準備 された約２，０００点 の品物 が即売 され，総売上げ３２０，００Ｑ

円，純利益 ２８０，０００円 という前例 のない好成績 をお さめま し

た。兄弟 も姉妹 も全力を投 じたバザーを終 えた後 に，準備 と

この成功 を通 してたかまった喜 びと証詞 を述

べ られま した。す べての持物 を売 り尽 くした

建築宣教師 がその喜び を語 られ た時 に，すべ

ての人 々の頬 に涙が伝 って いま した．

これ らの：尊い祝福，建築 とバザ ーを通 して

主が松本 の地 とそ こに住む人々に 目をむけて

お られることを，松本の兄弟姉妹達 そ して私

達 も感 じ知 る ことがで きま して心よ り感謝 し

て います．

大成功をおさめたバザー
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レ

重

§

蒙

祝 福 さ れ る 日 本
東京ステーキ部四半期大会

東京 ステーキ部 の四半期大会か去 る ９月１８，１９日の両 日行 なわれ， タナー

副管長 か当大会 に臨席 され た。 ４月の大会の リー副管長に引続 いての大管長

会 の来 日てある。 ８月 にはモンソン十二 使徒 を迎えての特 別大 会 も開 催 さ

れ，特 に大管長会 の第一副管長，第二副管長 か同 じ年に来 日される とい う祝

福 を受 けた事 は， 日本 の教会史上 かつてなか った掌 てあ る。今私達 は 日本の

上 に神の御手か大 き く開かれ，祝福 されてい ることを感 じす には い られ な

い，私達 はその祝福に応え るために， よ り一層 の飛躍か望 まれ るのて ある。
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